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地域の絆つくる
身近な自治会



自
治
会
加
入
率
１
０
０
％

皆
さ
ん
の
地
域
は
、
全
員
が
自

治
会
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

全
国
的
に
自
治
会
加
入
率
が
下

が
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
中
、
加

入
率
１
０
０
％
を
維
持
し
て
い
る

自
治
会
が
東
京
に
あ
り
ま
す
。
そ

こ
は
立
川
市
（
人
口
約
18
万
人
）

の
大
山
自
治
会
。
26
棟
あ
る
都
営

団
地
に
１
６
０
０
世
帯
、
約
４
千

人
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

同
自
治
会
は
、
非
常
時
に
備
え
、

全
住
民
の
家
族
構
成
や
緊
急
時
の

連
絡
先
な
ど
を
記
載
し
た
名
簿
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
に

は
大
山
マ
マ
さ
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
立
。
一
時
保
育
や
育
児

相
談
、
学
校
や
民
生
委
員
児
童
委

や
集
金
、
配
達
時
に
異
変
を
感
じ

た
ら
連
絡
す
る
24
時
間
体
制
を
つ

く
り
、
そ
の
結
果
、
平
成
16
年
か

ら
孤
独
死
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
ま
す
。

必
要
と
さ
れ
る
自
治
会

佐
藤
さ
ん
が
次
に
取
り
組
ん
だ

の
が
、
会
員
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
で
し
た
。

「
住
民
の
不
安
や
要
望
な
ど
を

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
ま
し
た
。
子

育
て
世
代
か
ら
は
育
児
の
悩
み
、

高
齢
世
代
か
ら
は
配
偶
者
の
葬
儀

代
へ
の
不
安
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

意
見
が
出
ま
し
た
」

実
際
に
、
葬
儀
代
で
借
金
を
し

て
生
活
苦
に
な
っ
た
り
、
親
か
ら

子
ど
も
へ
の
虐
待
も
あ
っ
た
り
し

た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
佐

藤
さ
ん
は
大
山
マ
マ
さ
ん
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
安
価
で

葬
儀
が
で
き
る
自
治
会
葬
も
始
め

ま
し
た
。

「
会
員
専
用
の
相
談
窓
口
も
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
年
金
の
手
続
き

方
法
が
分
か
ら
な
い
、
生
活
が
苦

し
い
な
ど
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。
場

合
に
よ
っ
て
行
政
な
ど
に
つ
な
い

で
い
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に

住
民
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
自
治
会

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

み
ん
な
で
自
治
会
づ
く
り

自
治
会
加
入
率
１
０
０
％
を
維

持
し
て
い
る
大
山
自
治
会
。
そ
の

勧
誘
に
つ
い
て
、
佐
藤
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
入
居
さ
れ
た
方
へ
歓
迎
の
手

紙
を
渡
し
、
お
茶
菓
子
な
ど
を
準

備
し
て
歓
迎
会
を
開
き
ま
す
。
人

と
の
つ
な
が
り
が
増
え
る
こ
と
や
、

安
心
・
安
全
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

を
宣
伝
し
、
会
則
や
会
費
の
使
途

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

そ
の
上
で
『
自
治
会
へ
入
っ
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
』
と
誘
っ
て
い

ま
す
。
近
所
付
き
合
い
が
面
倒
と

言
う
人
も
い
ま
す
が
、
夏
祭
り
や

運
動
会
と
い
っ
た
地
域
の
行
事
に

誘
い
、
自
治
会
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

断
ら
れ
て
も
何
度
も
声
を
掛
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

続
け
て
佐
藤
さ
ん
は
「
人
間
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

災
害
時
や
非
常
時
は
特
に
そ
う
感

じ
ま
す
。
縁
が
あ
っ
て
こ
の
地
域

に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
こ
こ
で
死
ぬ
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
町
を

み
ん
な
で
つ
く
る
の
が
自
治
会
だ

と
思
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

同
士
で
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
」

ポ
ス
ト
に
新
聞
が
た
ま
っ
て
い

な
い
か
な
ど
隣
近
所
で
確
認
し
、

異
変
に
気
付
い
た
ら
役
員
へ
連
絡

し
て
も
ら
う
よ
う
住
民
に
依
頼
。

次
第
に
入
院
で
不
在
に
す
る
と
き

な
ど
は
、
一
声
を
掛
け
合
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
新
聞
販
売
店
や

ガ
ス
会
社
な
ど
と
も
連
携
。
検
針

地
域
の
絆
つ
く
る

身
近
な
自
治
会

あ
な
た
は
自
治
会
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

霧
島
市
で
は
年
々
、
自
治
会
加
入
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

加
入
者
が
減
る
と
ど
の
よ
う
な
影
響
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
治
会
は
、
私
た
ち
の
生
活
で
最
も
身
近
で
一
番
頼
り
に
な
る
組
織
で
す
。

霧
島
市
で
は
、
２
月
を
自
治
会
加
入
推
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
治
会
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

平成24年に大山団地へ入居し、３人の子どもと４人
暮らしです。以前も自治会に入っていましたが、近所
付き合いや自治会活動はありませんでした。大山自治
会に入ると、あいさつなど隣近所から声を掛けられる
ようになり、行事にも誘われ子どもたちと夏祭りや運
動会に参加しました。次第に地域の人と仲良くなり育
児などの相談に乗ってくれます。防犯パトロール隊や
地域の方も日ごろから子どもたちに声を掛け見守って
くれています。私も何かできないかと思い、普段から
周りの高齢の方を気に掛けるようにしています。

大山自治会加入者
花岡 陽子さん（45）
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大山自治会の取り組み
昭和38年	 ◦大山自治会設立
平成11年	 ◦自治会長に佐藤良子さんが就任
	 ◦	自治会内で孤独死が続けて発生、住民同士で両隣の見守り活動を

始める
	 ◦自治会集会所で相談窓口、24時間対応の電話相談を設ける
	 ◦大山ママさんサポートセンター設立
	 ◦非常時に備え、全会員の名簿を作成
	 ◦自治会葬を始める
	 ◦広報誌「大山だより」の発行
	 ◦路上違法駐車が多数発生、定期的に昼夜間のパトロールを始める
平成13年	 ◦	悪質な訪問販売による被害が自治会内で発生。自治会の許可がな

い業者は警察へ通報する対策を開始
	 ◦	検針・配達時、住民に異変を感じたときに役員へ連絡できる体制

を電力・ガス会社、新聞販売店、水道局とつくる
平成14年	 ◦	ダンスや囲碁などの高齢者サークルを結成（平成28年現在、サー

クル数は180）
平成16年	 ◦	買い物や散歩に小中学校の通学・下校時にあいさつ運動を行い、

地域の防犯効果を高める「あいあいパトロール隊」を結成
	 ◦	孤独死ゼロを達成
平成18年	 ◦	地域で交流する機会を増やそうと「防災ウオークラリー」「健康

フェア」を開催

員
と
連
携
し
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

不
審
者
や
空
き
巣
、
違
法
駐
車

対
策
の
た
め
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
結
成
し
、
定
期
的
に
巡
回
。

結
成
前
と
比
べ
る
と
犯
罪
率
が
下

が
っ
た
と
い
い
ま
す
。
運
動
会
や

夏
祭
り
、
防
災
訓
練
な
ど
の
行
事

を
開
催
し
た
り
、
全
住
民
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

孤
独
死
ゼ
ロ
を
達
成

平
成
11
年
か
ら
15
年
間
、
同
自

治
会
の
会
長
を
務
め
、
自
治
会
活

動
に
尽
力
し
た
佐
藤
良よ

し
子こ

さ
ん（
74
）。

佐
藤
さ
ん
は
、
自
治
会
の
一
番
の

メ
リ
ッ
ト
は
人
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

「
会
長
に
な
っ
た
年
に
自
治
会

内
で
孤
独
死
が
続
き
ま
し
た
。
ど

う
す
れ
ば
孤
独
死
を
無
く
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
と
き

『
向
こ
う
三
軒
両
隣
』
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
事
故
や
災
害
に
遭
っ

た
と
き
、
頼
り
に
な
る
の
は
遠
く

の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
。
住
民

東京都立川市
大山自治会  相談役

佐
さ

藤
とう

 良
よし

子
こ

さん（74）
宮城県出身。昭和51年、大山団地へ
入居。平成11年から15年間、大山自治
会会長、平成27年度から同自治会相
談役と砂川地区の支部長を務める。

都営上砂町一丁目アパート（大山団地）の一棟
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自治会加入率の推移

福山地区

横川地区

牧園地区

霧島地区

国分地区

溝辺地区

隼人地区

霧島市
全体

55.88%

69.14%

76.49%
79.09%
79.42%

92.36%

96.61%
99.00%

99.96%

62.31%
59.14%

66.51%

74.25%

76.54%

84.11%

87.64%

霧
島
市
の
自
治
会
加
入
率
は

年
々
減
少
し
、
特
に
国
分
・
隼
人

地
区
で
は
50
％
台
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
加

入
者
が
減
り
、
自
治
会
が
成
り
立

た
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

実
際
、
世
帯
数
の
減
少
や
、
高
齢

化
な
ど
で
活
動
が
で
き
な
く
な
り
、

廃
止
や
近
隣
の
自
治
会
へ
併
合
に

な
っ
た
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。

市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
会

長
の
有
村
雅ま

さ

重し
げ

さ
ん（
79
）は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
地
域
は

活
気
を
失
い
、
い
ず
れ
寂
れ
て
い

く
と
危
機
感
を
募
ら
せ
ま
す
。

「
清
掃
活
動
は
地
域
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
で
す
。
携
わ
る
人
が

い
な
い
と
道
路
や
側
溝
に
は
ご
み

が
あ
ふ
れ
ま
す
。
防
犯
灯
の
明
か

り
が
消
え
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

巡
回
も
無
く
な
り
、
不
審
者
や
空

き
巣
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪

も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
災
害
が
起

こ
る
と
安
否
確
認
も
難
し
く
な
り
、

情
報
の
伝
達
に
支
障
が
出
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
住
民
同
士
が
交
流

す
る
機
会
も
減
り
、
孤
立
す
る
人

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
」

霧
島
市
秘
書
広
報
課
で
は
12
月

28
日
か
ら
１
月
９
日
の
間
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
内
に
住
む
自

治
会
未
加
入
者
や
脱
退
者
を
対
象

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
自
治

会
に
加
入
し
な
い
、
ま
た
は
脱
退

し
た
理
由
、
日
常
生
活
で
不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。

未
加
入
の
理
由
で
多
か
っ
た
の

が
「
将
来
、
転
居
や
市
外
に
転
出

す
る
か
ら
」「
自
治
会
の
必
要
性

を
感
じ
な
い
」
と
い
う
回
答
。
そ

の
一
方
で
「
災
害
が
起
き
た
と
き

に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
不
安
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
有
村
さ
ん
は
、
未

加
入
者
と
脱
退
者
に
自
治
会
の
役

割
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
と
話
し
ま
す
。

「
生
活
に
必
要
な
情
報
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ア
パ
ー
ト

も
あ
る
の
で
、
加
入
す
る
必
要
性

を
感
じ
に
く
い
で
す
が
、
自
治
会

の
活
動
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、

交
流
を
図
る
行
事
の
運
営
、
地
域

で
困
り
事
が
あ
れ
ば
行
政
な
ど

と
連
携
し
解
決
策
を
考
え
ま
す
。

近
々
、
引
っ
越
す
と
い
っ
て
も
、

火
事
や
地
震
な
ど
は
明
日
起
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
消
防
隊
が
到

着
す
る
ま
で
は
時
間
が
掛
か
り
ま

す
。
す
ぐ
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
の

は
近
所
の
人
。
同
じ
地
域
に
住
ん

で
い
る
者
同
士
で
助
け
合
う
こ
と

が
必
要
な
と
き
も
あ
り
ま
す
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
「
自
治

会
へ
の
勧
誘
が
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。有
村
さ
ん
は「
自

治
会
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域

を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
組
織
。
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
、
な
る
べ
く
自
分
た

ち
で
し
よ
う
と
い
う
お
互
い
の
支

え
合
い
で
す
。
こ
れ
以
上
、
加
入

者
を
減
ら
さ
な
い
積
極
的
な
勧
誘

が
必
要
」
と
訴
え
ま
す
。

市自治公民館
連絡協議会  会長
有村 雅重さん（79）
平成13年、神戸から国
分へＵターン。自治会
長や公民館の会計を
務める。平成19年から
野口地区自治公民館
長、平成28年から市自
治公民館連絡協議会
会長。国分在住。

加
入
率
１
０
０
％
の
自
治
会
が
あ
る
一
方
で
、

霧
島
市
の
自
治
会
加
入
率
は
、
62・31
％
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）。

平
成
17
年
と
比
べ
16
％
以
上
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
市
で
は
自
治
会
未
加
入
者
・
脱
退
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

結
果
を
基
に
、
加
入
率
低
下
の
影
響
な
ど
を

市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
会
長
の
有
村
雅
重
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

霧
島
市
の
現
状
と

自
治
会
の
必
要
性

自治会へのQ＆A

Q1. 自治会が何をしているのか分か
らず、必要性を感じない

自治会は、防犯灯やごみステーションの維持管理、
回覧やコミュニティ無線などによる各種情報の提供、
地域の清掃活動や親睦行事など、生活に密着したさま
ざまな活動を行っています。地域のさまざまな課題を
解決していくためには、地域が一体となって取り組ん
でいく必要があります。そして、何よりも災害が発生
したときに頼りになるのが地域の自治会です。

Q2.�転勤族なので長く住む予定がない
暗い夜道を照らす防犯灯、普段から利用しているご
みステーションの多くは自治会で維持管理を行ってい
ます。知らず知らずのうちに何かしら自治会の恩恵を
受けています。短い期間かもしれませんが、こうした
自治会の活動を一緒に支えませんか。

Q3.�自治会費がどんな使い方をされ
ているか分からない

会費は、防犯灯やごみステーション、公民館の維持
管理はもちろん、清掃活動、防犯パトロール、さまざ
まな親睦行事などの活動に充てられています。

Q4.�近所付き合いが面倒
何事もないときは隣近所の良さ、ありがたさがなか
なか分からないかもしれません。しかし、災害時など、
いざという時に頼りになるのは隣近所に住む人たちで
す。そのためには、誰がどこに住んでいるという基本
的なことを知らなければ助け合いの力は発揮できませ
ん。自分たちの命を守るためにも、自治会に加入して
「地域の絆」を深めましょう。

Q5.�自治会の役員をしたくない
自治会は支え合いの精神を元に活動しています。役
員になると大変なこともあるかと思いますが、人のつ
ながりが広がっていくという財産も得ることができま
す。役員の選任方法は自治会によって異なりますが、
それぞれの事情により難しい場合もあるかと思います
のでお住まいの自治会へご相談ください。

地域の絆つくる身近な自治会

アンケート結果を基に、自治会に入らない
理由への回答をQ＆A方式にまとめました。
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自
治
会
加
入
者
の
減
少
を
食
い

止
め
る
に
は
、
私
た
ち
が
自
治
会

の
役
割
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
自
治
会

の
必
要
性
を
未
加
入
者
へ
粘
り
強

く
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

自
治
会
活
動
を

知
っ
て
も
ら
お
う

家
庭
環
境
な
ど
、
個
人
の
事
情

に
よ
っ
て
自
治
会
に
加
入
し
な
い

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
ず
は
、
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

や
会
費
の
使
途
な
ど
を
説
明
し
て

自
治
会
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

実
際
に
自
分
が
活
動
し
て
良

か
っ
た
話
や
、
写
真
な
ど
の
活
動

内
容
が
分
か
る
も
の
を
持
っ
て
い

く
と
、
自
治
会
の
雰
囲
気
が
伝
わ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
に
は
、
親
睦
行
事

や
子
ど
も
へ
の
見
守
り
活
動
、
子

ど
も
会
の
活
動
な
ど
を
説
明
し
、

子
ど
も
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し

た
案
内
を
す
る
と
よ
り
効
果
的
で

す
。地

域
の
行
事
に
誘
っ
て
み
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。
特
に
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
集
ま
る
祭

り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
は
、
地

域
の
人
と
知
り
合
い
、
自
治
会
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

幅
広
い
世
代
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
子
ど
も
は
学
校
や
家
庭
で
は

で
き
な
い
体
験
が
で
き
、
高
齢
者

は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が

楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
増
や
す

中
に
は
、
役
員
を
し
た
く
な
い

か
ら
加
入
し
な
い
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
役
員
を
務
め
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
地
域
の
良
さ
を
再
確
認
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
地

域
の
住
民
同
士
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
の
自
治
会
の
人
と
の
人
脈
も
広

が
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
少

子
高
齢
化
な
ど
で
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
す
る
中
、
自
治

会
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
呼
び
掛
け
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
輪
を
つ
く

る
力
に
な
り
ま
す
。
お
近
く
の
加

入
し
て
い
な
い
人
に
、
自
治
会
の

良
さ
や
楽
し
さ
を
呼
び
掛
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

私たちの生活に密接に関わっている自治会。
自治会加入者を増やすには、どのような取り組みをしたらいいのでしょうか。

❶地域の人や親同士が交流する地域子育てサロン　❷地域で守られてきた
伝統行事「鬼火焚き」　❸お手製の竹の器を手に、流しそうめんを楽しむ子
どもたち　❹地域と企業が稲刈りで交流　❺地域の食事会はいつもにぎや
か　❻地域の人と一緒に七夕の飾り付け　❼調理中でも顔なじみ同士で会
話に花が咲く　❽子どもたちが作った灯籠が並ぶ六月灯　❾誘い合って大
勢が集まる公民館の健康講座。指先をこまめに動かし脳を活性化　❿気心
知れた仲間と育てた野菜。収穫の喜びは格別　⓫高齢者との触れ合いに
笑みがこぼれる　⓬わが子のように熱心に教える田植え体験

地域の絆つくる身近な自治会

自治会に加入しませんか。
加入方法やお住まいの自治会が分からな
い場合は、問い合わせください。
問＝ 共生協働推進課 ☎（64）0988、隼人

地域振興課、各総合支所地域振興課

三さ
ん
郷ご
う
自
治
会

福ふ
く

谷た
に 

朋と
も

世よ

さ
ん（
41
）国
分

新
川
２
自
治
会大

牟
田 

勝ま
さ
る

さ
ん（
44
）隼
人
町

夫と小学3年生、幼稚園に通う子どもの４人
家族です。９年前、引っ越しを機に地域にな
じもうと思い自治会に加入しました。
三郷自治会は、グラウンドゴルフ大会や十
五夜祭、ソフトバレー大会などの子どもから
大人まで交流できる行事があります。加入後、
初めて子どもと参加したのがグラウンドゴル
フ大会。最初は周りとなじめるか不安でした
が、チーム内でホールインワンが出て盛り上

がりました。普段できない経験や子どもも違
う学年の友達ができ、自治会に入って良かっ
たと思いました。地域を大切に思う子どもに
育ってほしいと思い、子どもと一緒に道路の
ごみ拾いや土手の草払いなどの清掃活動にも
参加しています。
自治会は、ほかにも楽しめる行事がたくさ
んあります。入っていない方にもぜひ体験し
てほしいです。

約３年、体育部長をしています。地域の運
動会やグラウンドゴルフ大会など、イベント
の準備や参加の呼び掛けを行っています。
新川２自治会は加入世帯が29の小さな自治
会。体育部長の推薦があったとき、仕事もあ
り面倒だと思いましたが、年配の方も多く支
え合いの気持ちで引き受けました。行事で渡
す賞品や参加賞の買い出しなど地域の方が協
力してくれ、思っていたより負担に感じませ

んでした。
行事への参加を呼び掛けるため自治会内を
回り、ほかの自治会の人と知り合う機会があ
るので、今まで以上に地域を知ることができ
人脈も広がりました。声を掛けられることも
多くなり、地域の一員になれた気がします。
何よりイベントを楽しむ参加者の笑顔がうれ
しくて、体育部長を引き受けて良かったと思
いました。

子どもと一緒に自治会活動地域をさらに知るきっかけに

❶❷❸❹❺❻

❼❽❾❿⓫⓬

自治会から生まれる
地域の輪
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CIVIC NEWS
認
知
症
は
記
憶
障
害
や
判
断

力
・
運
動
機
能
の
低
下
を
招
く
病

気
で
、
車
の
運
転
中
に
「
危
険
を

危
険
と
み
な
せ
な
い
」
こ
と
な
ど

も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

昨
年
10
月
、
横
浜
市
で
は
認
知

症
の
疑
い
が
あ
る
88
歳
の
男
性
が

集
団
登
校
中
の
児
童
に
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
突
っ
込
み
、
７
人
が
死
傷
す

る
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
27
年

に
75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
県
内
の
死
亡
事
故
件
数
は
４
５

８
件
。
運
転
免
許
保
有
者
10
万
人

あ
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
は
９
・

６
件
で
、
75
歳
未
満（
４
・
０�

件
）
の
２
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。

認
知
機
能
検
査
強
化
で

取
り
消
し
倍
の
予
測
も

平
成
21
年
の
道
路
交
通
法
改
正

に
よ
り
認
知
機
能
検
査
が
追
加
さ

れ
、
全
国
的
に
運
転
免
許
の
自
主

返
納
を
促
す
取
り
組
み
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
運
転
者

は
、
３
年
ご
と
の
運
転
免
許
更
新

時
に
認
知
機
能
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
過
去
１
年
間
に

既
定
の
違
反
行
為
が
あ
り
、
医
師

が
認
知
症
と
診
断
し
た
場
合
に
は
、

免
許
の
取
り
消
し
や
免
許
停
止
に

な
り
ま
す
。（
図
参
照
）

３
月
12
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
改

り
消
し
や
停
止
に
な
る
見
通
し
で

す
。
県
内
で
は
昨
年
、
認
知
症
を

理
由
に
運
転
免
許
を
取
り
消
さ
れ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
10
月
末
現
在
で

66
人
。
そ
の
う
ち
、
約
９
割
が
75

歳
以
上
で
し
た
。

後
悔
す
る
前
に
自
主
返
納
を

警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
27
年

の
全
国
の
免
許
証
自
主
返
納
者
は

28
万
人
以
上
。
７
年
間
で
10
倍
に

増
え
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
が

95
％
に
上
り
ま
す
。
県
内
の
警
察

署
で
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
無
料
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
運
転
を
客
観
的
に
観
て
、

危
険
性
を
認
識
し
た
人
の
中
に
は
、

自
主
返
納
を
し
た
人
も
い
ま
す
。

自
主
返
納
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
で
で
き
ま
す
。
自
主
返
納
カ
ー

ド
が
交
付
さ
れ
、
申
請
す
る
と
運

転
免
許
証
に
代
わ
る
公
的
な
身
分

証
明
と
し
て「
運
転
経
歴
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
65
歳

以
上
の
人
は
公
共
交
通
機
関
の
利

用
券
交
付
や
、
協
賛
店
で
の
割
引

な
ど
の
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
中
山
間
地
域
で
は
自
家

用
車
に
代
わ
る
移
動
手
段
を
確
保

で
き
ず
、
免
許
証
の
返
納
に
踏
み

切
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
市
内
に

は
各
地
域
の
拠
点
施
設
を
起
点
に

定
期
運
行
す
る「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

や
、
一
部
の
地
域
で
事
前
予
約
制

の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
デ
マ
ン

ド
交
通
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
よ
る
事
故
は
家
族
に

大
き
な
負
担
を
与
え
ま
す
。
家
族

が
監
督
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
や
、

被
害
者
へ
の
賠
償
が
重
く
の
し
か

か
る
こ
と
も
。
自
動
車
保
険
の
保

険
金
が
全
額
出
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
自
主
返
納
を
家
族
で
説
得

で
き
な
い
と
き
は
、
主
治
医
も
一

緒
に
話
し
合
う
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
自
分
の
家
族
が
認
知
症
に

よ
っ
て
「
無
意
識
に
」
交
通
事
故

を
起
こ
す
前
に
、
運
転
免
許
の
自

主
返
納
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

正
道
路
交
通
法
で
は
、
認
知
機
能

検
査
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
下
表
の
18

項
目
の
い
ず
れ
か
に
違
反
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
臨
時
認
知
機
能

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。（
図
参
照
）

警
察
庁
の
試
算
で
は
、
改
正
法

施
行
後
は
平
成
27
年
の
10
倍
以
上

の
年
間
約
５
万
人
が
医
師
の
診
断

を
受
け
、
約
１
万
５
千
人
（
平
成

27
年
は
１
４
７
２
人
）
が
免
許
取

12月19日、運転免許証の自主返納をし
てきました。友人からは「元気で体に不自由
がないのに、どうして」と言われます。最近、
高齢者の事故の多さを目にするたび、「自分
もいつか起こすかも」と心配してのことでし
た。返納時はバスなどの無料券をいただき
ました。不便な地に住んでいますが、ゆっ
くり時間をかけて動けば大丈夫、安心が何
よりです。高齢者も地域の安全のため、協
力をすることが大事だと思います。

新
しん
立
だて
	咲
さき

さん（72）
霧島永水

高
齢
者
に
で
き
る

地
域
貢
献

自主返納に役立つ情報

■自主返納メリット制度
運転免許証を自主返納した65歳以
上の市民は、以下のサービスが受けら
れます。
◦�安心安全課か横川総合支所地域振興
課へ自主返納カードと印鑑を持参す
ると、ふれあいバスや公共交通機関
で利用できる共通乗車券１万4,500
円分を１回のみ無料交付
◦�県内の協賛店や市内11のタクシー
会社による特典や割引

問＝安心安全課  ☎（64）0997

■ふれあいバス、デマンド交通
ふれあいバスは各地域内を運行する
小型バスで、中山間地域ではバス停以
外に運行路線上での乗降が可能です。
デマンド交通は溝辺町有川地区（中
村タクシー☎43-3333）と霧島永水地
区（AT交通☎57-1119）のみで運行す
る5人乗りタクシーです。利用の前日
までに電話予約が必要です。
◦	料金＝中学生以上150円、小学生
80円、未就学児無料（いきいきチ
ケットの利用可）

問＝企画政策課  ☎（64）0914

18種類の違反項目
◦	信号無視
◦	一時停止をせずに交差点に進入
◦	一時停止をせずに踏み切りに進
入
◦	歩行者が横断歩道を通行中に、
一時停止せずに通行
◦	横断歩道のない交差点で歩行者
の通行を妨害
◦	徐行しなければならない場所で
徐行しない
◦	右折・左折するときに合図を出
さない
◦	ハンドル操作を誤るなど安全運
転義務に違反
◦	歩道の通行や逆走など通行区分
違反

◦	Uターン禁止の道路でのUターン
◦	交差点で徐行せずに右折・左折
◦	交差点で直進する対向車を妨害
して右折
◦	通行が禁止されている道路を通
行
◦	進路変更禁止を示す黄色の線を
越えた進路変更
◦	優先道路を通行中の車両の進行
を妨害
◦	直進レーンを通行中に右折・左
折
◦	徐行せずに環状交差点で右折・
左折
◦	環状交差点内の車両の進行を妨
害

図　法改正後の70歳以上の免許更新、交通違反時の流れ

※�速度違反、駐車違反は認知力の低下との関連性が薄いため除外されています。

75歳以上で、左表の
18項目のいずれかに
違反したとき

運転免許更新時

70～ 74歳

75歳以上 認知機能検査

免許取り消し
または免許停止

認知症の
恐れあり

適性検査または
医師の診断書提出

認知症ではない

免許継続
問題なし
認知機能低下
の恐れがある

高齢者講習

問題なし

認知機能
低下の恐れ
がある

認知症の
恐れあり

臨時認知機能検査

認知症ではない

免許継続

免許取り消し
または免許停止認知症

臨時高齢者講習
※	前回の認知機能検
査と比較して悪化
している場合など

臨時適性検査
または医師の
診断書提出

認知症

「
無
意
識
に
」

交
通
事
故
を
起
こ
す
前
に

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

65
歳
以
上
の
認
知
症
患
者
は
７
人
に
１
人
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
認
知
症
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
３
月
12
日
か
ら

認
知
機
能
検
査
な
ど
を
強
化
す
る

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

認
知
症
に
よ
る
運
転
ミ
ス
が
、

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
。

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
家
族
は

「
認
知
症
で
も
事
故
は
起
こ
さ
な
い
」と
い
え
ま
す
か
。
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子どもの頃から夢だった国際空
港で接客の仕事が決まり、4月か
ら県外で新しい生活が始まりま
す。今まで育ててくれた両親に
感謝し、これからは社会人として、
自立した人になるよう頑張ります。

溝
辺
地
区

髙
橋 

鈴す
ず

華か

さ
ん（
19
）

特別養護老人ホームで介護福祉
士として働いています。これまで
支えてくれた家族や友人、地域へ
の感謝の気持ちを忘れず、皆さん
から頼りにされる介護福祉士とし
て責任を持って仕事に励みます。

牧
園
地
区

山
下 

朝あ
さ

美み

さ
ん（
20
）

霧島市の活性化に貢献できる観光
関係への就職を目指し、大学で地
域経済を学んでいます。成人式で
の宣誓を忘れず、自分の言葉や行
動に責任を持ちながら、目標とさ
れる大人になるよう努力します。

国
分
地
区

石
本 

衛ま
も
るさ

ん（
20
）

自宅から鹿児島市の建設会社に
通勤しています。土木工事の現場
監督をしながら土木施工管理技
士1級の資格取得を目指して勉強
中です。何事にも挑戦して地域社
会に貢献できる大人になります。

隼
人
地
区

川
越 

大だ
い

輝き

さ
ん（
20
）

昨年初めて投票に行き、社会の
一員であることを実感。4月か
らは県外メーカーに就職します。
失敗を恐れず何事にも挑戦し、
日本の物作りを支える技術者にな
り、社会に恩返しをしたいです。

横
川
地
区

貴
島 

魁か
い

人と

さ
ん（
20
）

高校生のときに肺気腫で入院。
不安な気持ちの中、レントゲン技
師の心配りに感動しました。今、
専門学校に通い、患者に安心感を
与えられる技師を目指しています。
人の役に立つ人になりたいです。

霧
島
地
区

下し
も

舞ま
い 

昇
太
朗
さ
ん（
20
）

働く父の姿を見て、社会に貢献で
きる自立した大人になろうと決心
しました。現在、鹿児島高専でき
れいな水を作り環境負荷を減ら
す技術を勉強中です。将来は地
元の環境保全に貢献したいです。

福
山
地
区

瀬
戸
口 

友ゆ
う

伽か

さ
ん（
19
）

霧
島
市
成
人
式

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、

１
月
３
日
と
５
日
に
市
内
の
７
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
成
人
を

迎
え
た
の
は
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

式
典
は
、
実
行
委
員
を
中
心
に
各
地
区

で
工
夫
さ
れ
、
牧
園
地
区
で
は
自
主
制
作

ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
し
た
。霧
島
地
区
で

は
ろ
う
そ
く
に
火
を
と
も
し
て
大
人
の
誓

い
を
す
る「
と
も
し
び
の
つ
ど
い
」
や
、
福

山
地
区
で
は
特
産
品
の
黒
酢
で
乾
杯
し
ま

し
た
。

会
場
は
、
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
写
真
を
撮
り

合
う
新
成
人
や
、
わ
が
子
の
晴
れ
姿
を
見

守
る
保
護
者
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

各
会
場
の
対
象
者（
出
席
者
）
は
、
国

分
地
区
８
５
０
人（
５
５
７
人
）、
溝
辺
地

区
96
人（
61
人
）、
横
川
地
区
53
人（
46
人
）、

牧
園
地
区
76
人（
54
人
）、
霧
島
地
区
43
人

（
31
人
）、
隼
人
地
区
４
６
５
人（
２
９
２

人
）、福
山
地
区
64
人（
52
人
）で
し
た
。

１
６
４
７
人
が

誓
い
を
胸
に
新
た
な
門
出

市
内
７
地
区
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

男
性
８
６
９
人
、
女
性
７
７
８
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。⬆マレーシアのマラッカ市セントフ

ランシス学院の高校生ら10人が11
月30日から12月7日まで霧島市を
訪問。国分高校などで書道や着付け
を体験しました。

⬆太陽光発電でペットボトルなどに
明かりをともすecoイルミネーショ
ンが12月4日から25日まで、市民
会館前広場であり、見物客たちの目
を楽しませました。

⬅牧園町の持松小学校の餅つき
と門松作りが12月10日、同小
であり、地域の老人会指導の下、
児童、鹿児島国際大学の学生な
ど約50人が参加しました。

⬅社会福祉協議会職員や
民生委員児童委員らが12
月19日、霧島地区の88歳
以上の在宅高齢者117人
に手打ちそばと赤飯を手
渡し、長寿を祝いました。

⬆牧園町の万膳小学校の校内ニジマス釣り大会が12
月20日、同小のプールであり、全児童15人が自ら育
てたニジマスを釣って食べ、命の尊さを学びました。

⬆今年３月で閉校となる福山中学校で11月30日、関西フィルハー
モニー管弦楽団の演奏会があり約150人が参加。最後に全校生徒
５人がオーケストラと一緒に唱歌「ふるさと」を演奏しました。

⬆
横
川
町
の
渕
脇
久
子
さ
ん
（
79
）
が
毎
年
制
作

し
て
い
る
干
支
の
置
物
が
12
月
21
日
か
ら
1
月

31
日
ま
で
、
市
役
所
横
川
総
合
支
所
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む

霧島地区の「ともしびのつどい」

11  Kirishima City Public Relations, 2017.2, Vol.247, Japan 広報きりしま  10

civic new
s &

 photo fram
e



な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

江
戸
時
代
か
ら
鹿
児
島
や
宮

崎
に
伝
わ
る
郷
土
菓
子

「
い
こ
餅
」。
炒い

っ
た
餅
米
が
原
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
こ
餅
と
呼

ば
れ
、
餅
よ
り
少
し
柔
ら
か
い
食

感
と
ほ
の
か
な
甘
さ
が
特
徴
で
す
。

３
月
の
節
句
に
は
子
ど
も
の
成
長

を
願
っ
て
各
家
庭
で
作
り
、
近
所

に
配
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

隼
人
町
の
市い

ち

成な
り

さ
と
み
さ
ん

（
53
）も
い
こ
餅
を
家
庭
で
作
る
一

人
で
す
。
い
こ
餅
と
の
出
会
い
は
、

鹿
児
島
市
に
住
ん
で
い
た
約
20
年

前
。
近
所
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

た
長
女
の
友
達
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

長
女
と
家
に
遊
び
に
行
く
と

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
ね
」
と
奥

の
台
所
に
駆
け
込
み
、
数
分
後
に

は
出
来
た
て
の
い
こ
餅
を
作
っ
て

く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
市
成
さ

ん
は
「
す
ぐ
に
出
て
き
た
の
が
魔

法
み
た
い
で
し
た
。
バ
ス
の
中
で

偶
然
会
っ
た
と
き
も
『
詩
吟
の
会

へ
の
差
し
入
れ
だ
け
ど
、
せ
っ
か

く
会
っ
た
か
ら
』
と
惜
し
げ
も
な

く
下
さ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、

本
当
の
祖
母
み
た
い
に
優
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
市
成

さ
ん
が
夫
の
転
勤
で
隼
人
町
へ
移

住
し
た
５
年
後
、
平
成
17
年
に
他

界
し
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
い
こ
餅
を
食
べ
る

機
会
が
無
く
な
っ
た
市
成
さ
ん
。

再
び
い
こ
餅
と
出
会
っ
た
の
は
５

年
前
、
霧
島
の
郷
土
料
理
研
究
会

に
参
加
し
た
と
き
で
し
た
。
講
師

が
ほ
ん
の
数
分
で
い
こ
餅
を
作
る

の
を
見
て
「
魔
法
み
た
い
に
す
ぐ

に
作
っ
た
鹿
児
島
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
作
り
方

を
聞
い
て
も
、『
内
緒
よ
』
と
お

ど
け
て
い
た
笑
顔
が
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
」
と
目
頭
を
熱
く
し

ま
す
。

霧
島
で
郷
土
食
の
大
切
さ
も
学

ん
だ
市
成
さ
ん
は
、
わ
が
子
に
も

い
こ
餅
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
、
お

や
つ
に
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
で
は
外
出
時
の
お
土
産
に
持
っ

て
い
く
こ
と
も
。「
大
事
に
し
て

い
き
た
い
味
」
と
話
す
市
成
さ
ん

の
い
こ
餅
に
は
、
大
好
き
な
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
の
大
切
な
思
い

出
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今も大事にしたい味「いこ餅」

〈材　料〉  （４人前）
いこ餅粉（米粉）…250g、砂糖

※1
…250g、熱湯…300cc、片栗粉…適量

〈作り方〉
① �いこ餅粉と砂糖をボウルに入れて混ぜる。
② ①に沸騰したお湯

※2

を少しずつ加えながら、手早くこねる。
③ きめ細かく耳たぶくらいの硬さになるまで、力を入れてよくこねる。
④ まな板などに片栗粉を敷き、その上で③を四角に形作る。
⑤ 包丁で切り分ける。
※1�白糖なら白く、三温糖なら茶色に仕上がる。�※2�砂糖は先にお湯に溶かしておいてもよい。

い
こ
餅

◎隼人町松永

市
いち

成
なり

さとみさん（53）

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時
＝２月16日

（木）午後３
時30分～、

　２月17日
（金）○再 午前

10時30分
～

◦コーナー
名＝「SHIK

Oと堀ちゃ
んの

　かごっま
弁で語いも

んそぉ」

牧
之
原
小
学
校
に
世
界
一
の
格
闘
家
を

夢
見
る
少
女
が
い
ま
す
。
３
年
の
四

元
志し

桜お

里り

さ
ん（
9
）で
す
。
四
元
さ
ん
は
鹿

児
島
市
が
本
拠
地
で
、
霧
島
市
内
に
も
道
場

が
あ
る
硬
式
空
手
の
格
闘
技
空
手
道
拳け

ん

心し
ん

会か
い

に
所
属
。
硬
式
空
手
は
、
防
具
を
付
け
た
顔

や
胸
へ
の
打
撃
で
１
本
を
争
う
格
闘
技
で
す
。

四
元
さ
ん
は
身
長
１
３
３
㌢
、
体
重
29
㌔

と
同
学
年
で
も
小
柄
。
そ
れ
で
も
師
範
か
ら

「
す
で
に
中
学
生
級
」
と
評
さ
れ
る
威
力
抜

群
の
パ
ン
チ
を
武
器
に
、
５
年
の
男
子
を
も

倒
す
実
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
普
段
見
せ
る

あ
ど
け
な
い
笑
顔
も
、
防
具
を
付
け
た
途
端
、

勝
負
師
の
表
情
に
。
小
遣
い
で
買
う
格
闘
技

雑
誌
を
読
む
の
が
趣
味
で
、
勉
強
と
寝
食
以

外
は
空
手
一
色
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

空
手
と
の
出
会
い
は
四
元
さ
ん
が
６
歳
の

と
き
、
友
達
が
通
う
拳
心
会
の
道
場
を
見
学

し
「
突
き
や
蹴
り
を
繰
り
出
す
姿
が
格
好
い

い
」
と
入
門
し
ま
し
た
。
持
ち
前
の
闘
争
心

で
練
習
に
励
み
、
す
ぐ
に
大
会
で
優
勝
を
争

う
力
を
付
け
ま
す
が
、
８
か
月
目
に
初
め
て

喫
し
た
２
回
戦
負
け
が
さ
ら
に
四
元
さ
ん
を

強
く
し
ま
す
。「
こ
ん
な
に
悔
し
か
っ
た
の

は
初
め
て
。
二
度
と
負
け
た
く
な
い
と
思
っ

た
」
と
涙
を
浮
か
べ
、
父
親
の
久
志
さ
ん

（
30
）は
「
そ
の
日
の
夕
食
は
家
族
全
員
、
喉

を
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
娘
の
笑
顔
の
た
め

な
ら
何
で
も
や
る
」
と
自
宅
の
ガ
レ
ー
ジ
を

練
習
場
に
改
築
。
週
２
回
の
道
場
以
外
に
、

親
子
で
の
猛
練
習
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

練
習
場
で
は
、
仕
事
帰
り
の
久
志
さ
ん
を

相
手
に
ミ
ッ
ト
を
使
っ
た
突
き
や
蹴
り
、
組

手
の
練
習
を
続
け
ま
す
。
日
課
の
５
㌔
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
は
腹
筋
が
割
れ
、
ス
タ
ミ
ナ
と

打
撃
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の

努
力
は
大
き
く
実
を
結
び
ま
す
。
平
成
27
年

８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
硬
式
空

手
道
選
手
権
大
会
で
、
オ
ー
ル
１
本
勝
ち
で

優
勝
。昨
年
も
同
大
会
で
優
勝
し
、目
標
だ
っ

た
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

「
一
番
好
き
な
格
闘
技
は
、
拳
一
つ
で
戦

う
ボ
ク
シ
ン
グ
。
５
年
生
か
ら
本
格
的
に
挑

戦
し
ま
す
。
絶
対
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
り
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
四
元
さ
ん
。

そ
の
小
さ
な
拳
に
、「
世
界
一
」
と
い
う
大

き
な
夢
を
託
し
ま
す
。

全
日
本
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
２
連
覇

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

相手の一瞬の隙を突く右ストレート。「バコッ」という重い音が響く

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

牧之原小学校３年

四元 志
し

桜
お

里
り

さん（9）

好きな選手はボクシン
グ世界王者のマニー・
パッキャオ選手（フィリ
ピン）と元王者の八重樫
東（やえがし・あきら）選手。

YELL

「いつも勝って当たり前」とい
う重圧と戦っていることをお
父さんは知っています。いっ
ぱい泣いて練習した分、いっ
ぱい勝って笑おう。お父さん
はこれからも練習に付き合う
よ。そして必ず、一緒に夢を
かなえよう。

父・久志さん（30）

エール

拳
一
つ
で
目
指
せ
、

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

13  Kirishima City Public Relations, 2017.2, Vol.247, Japan 広報きりしま  12

d
re

a
m

 &
 slo

w
 fo

o
d



国分郡田にある真っ青な外観が印象的な洋菓子店「ル・
シエル・ブルー」。ケーキや焼き菓子のほか、霧島市内で
は珍しい「アイシングクッキー」を扱っています。アイシ
ングクッキーとは砂糖や卵白で作ったクリームを着色し、
焼いたクッキーの表面に塗って固めたもの。店内には、店
主の佐藤久美子さん（38）が描いたイチゴやキャンディー
などのかわいらしいクッキーが並びます。

幼稚園のときからパティシエになることが夢だった佐藤
さん。21歳から3年間、鹿児島市の洋菓子店で修業しまし
た。結婚後は霧島市に自宅兼店舗を建て、出産、3人の育
児を経た平成20年、ついに開業の夢を果たします。

アイシングクッキーとの出会いは3年前。新商品の考案
時に偶然、インターネットで見掛けました。かわいらしさ
に心を奪われますが、周囲に教えてくれる人がいなかった
ため、作り方は本やインターネットで独学。型枠や着色料
などの材料購入も試行錯誤しています。「昔から絵は得意。
図柄はママたちが喜ぶものを心掛けています。難しいのは
模様や凹凸(おうとつ)次第でクリームの硬さを調整すると

ころ。固まった翌日、失敗に気付くなんてことも」と苦労
も楽しんでいる様子。

プレゼント用の注文も多く、卒業記念に学校の校章や、
1人1人の名前を記した部活のユニフォームを描くことも
ある佐藤さん。贈られる人の顔を思い描いて作るクッキ 
ーは、手作りのため1枚ずつ微妙に絵や文字が異なります。
「スマートフォンで写真を撮って大

切に保存してくれる人もいます。うれ
しくてなかなか食べられないというメ
ッセージをもらうことも。お菓子作り
は、気持ちを伝えたり、思い出を作っ
たりするお手伝いができる素敵な仕事
なんです。これからも誰かの笑顔や元
気をつくる『オンリーワンなお菓子』
を作っていきたいですね」

パティシエの夢をかなえた佐藤さ
ん。店名の由来である「青空」のように、
晴れやかな笑顔が印象的です。

若者の若者による、若者のためのコーナー

「あなただけ」のかわいいお菓子

�
市内で活躍する若手アーティストを中心にリレー形式で紹介するコーナー。
今回は、先月号のプラ版アクセサリー作家・深川理恵さんの紹介で、パティシエの佐藤久美子さん（38）です。

佐藤 久美子さん（38）
奈良県出身。国分高校
卒。ケーキや焼き菓子
のほか、店内にはアク
セサリーやポーチ、ベ
ビーグッズなど市内の
作家の作品も展示・販
売。夫と子ども3人。国
分在住。ル・シエル・ブ
ルー�☎（46）9296

褒めて伸ばすを合言葉に始まった「キリシマイスター」。
霧島市を大好きな人たち「キリシマイスター」が認定する、まちの魅力を紹介します。

みんなが
褒め合うまちへ

➡

韓
国
岳
か
ら
見
た
晴
れ
た
日
の
大
浪
池

初
心
者
に
も
オ
ス
ス
メ
の
山
。
冬
は
樹
氷
、
春

は
マ
ン
サ
ク
、
秋
は
紅
葉
と
、
湖
と
一
緒
に
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キリシマイスター
http://www.kirishimeister.com

キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー

末
吉
真
衣
さ
ん

今月の

空の鏡

❸POINT❷POINT❶POINT

晴れた日の大浪池が一番好きな場所。空の色が
写った湖面の深い青色が最高にきれいです。

私は大浪池を
空の鏡

マイスターに認定します。

キリシマイスター 検索

アイ
ラブ

星７つの

アイ
ラブ

大浪池

空の鏡

アイ
ラブ

横
川
町
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
大
隅
横
川
駅
や
池
田
家
住

宅
・
石
倉
、
森
山
家
石
倉
が
あ
り
ま

す
。
大
隅
横
川
駅
は
、
国
内
で
３
本

の
指
に
入
る
ほ
ど
の
採
掘
量
だ
っ
た

山
ヶ
野
金
山
の
金
を
運
ぶ
駅
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
駅
周
辺
に
は
当
時

の
繁
栄
を
物
語
る
商
家
の
住
宅
や
石

倉
が
大
切
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
横
川
町

も
空
襲
を
受
け
、
大
隅
横
川
駅
に
は

米
軍
の
機
銃
掃
射
で
受
け
た
銃
弾
痕

が
残
っ
て
い
ま
す
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
、
金
山
で
栄

え
た
大
隅
横
川
駅
周
辺
を
巡
っ
て
横

川
の
歴
史
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

霧島市には意外と知られていない魅力がたくさんあります。
このシリーズ「 I ♥ 霧島（アイラブきりしま）」では、霧島市の楽しい場所や、そこの知られざるディー
プな魅力を紹介します。皆さんも霧島市の新たな魅力を知って、たくさんの人にPRしてください。

114年の歴史を感じる大隅横川駅周辺散策

明治末期に建てられ、鉄道の利便性に注目し、米
や日用品の販売をしていました。住宅の１階は伝
統的町家の造りですが、２階の外観は洋風の造り
になっています。（一般への開放はしていません）

池田家住宅・石倉
安良（やすら）神社に伝わる仮面や山ヶ野金山に関
する資料、民具などが展示されています。中でも、
山ヶ野金山の金鉱石や採金の道具、鉱山の写真な
どは大変貴重な資料です。問＝☎（72）1596

横川郷土館
大正５年に建てられました。酒販「もりやまセン
ター」の食飲料品の倉庫として現役で使用してい
ます。石壁の厚さは35cm、床面積約153㎡。入
口のアーチが特徴的です。問＝☎（72）0009

❽

シリーズ第８弾は、国の登録有形文化財がある大隅横川駅周辺の魅力を紹介します。

体験の様子を
ケーブルテレビで

放送します。
◦ 放送日時＝２月22日（水）
～24日（金）、○再３月１日
（水）～３日（金）午前３時
～、９時～、正午～、午
後４時～、８時～、11時～
◦ 番組名＝南九州ケーブル
テレビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

アイラブ霧島 検索

アイラブ

金山労働者が食し、横川が発祥の地と言われる黒糖が染み込んだお菓子は何でしょうか。

（答）げたんは

※答えは下部に掲載しています。

I♥クイズ

1903年（明治36年）に開業した「大隅横川駅」

大隅横川駅
保存活用実行委員会
会長
愛甲信雄さん（57）

案内人

森山家石倉

●❶

●❸

森山家石倉

池田家
住宅・石倉

↓溝辺町

大隅横川駅

肥薩線

湧水町↑

横川
総合
支所

横川健康
温泉センター ○文�横川小学校

●❷

大隅横川駅ひな祭り
地域で作った石

いし

雛
びな

、瓢
ひょう

箪
たん

雛
ひな

、紙
雛、だるま雛など、変わり雛を
展示しています。
◦	期間＝２月１1日（土）〜３月31日（金）
��問 ＝実行委員会  ☎（72）0582

大隅横川駅 ぽっぽ市
季節の新鮮な野菜や弁当、シフォ
ンケーキ、パッチワーク作品、げ
たんはなどを販売します。
◦	日時＝毎月第１・３日曜、午前
９時〜午後３時
��問 ＝村田  ☎090（2399）2829

横川郷土館
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淡
い
色
使
い
の
石
橋
の
風
景
画
。
一
方
は
、
豪
快
な

タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
桜
島
。
目
を
凝
ら
す
と
、
実

は
普
通
の
「
絵
画
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
川
の
流
れ
は

「
綿
」、
橋
の
影
は
「
ナ
ス
の
皮
」、
た
も
と
の
岩
は
「
シ

イ
タ
ケ
の
原
木
の
皮
」。
桜
島
の
岩
肌
は
「
赤
ピ
ー
マ
ン
」、

噴
煙
は
「
コ
ア
ジ
サ
イ
」。
そ
れ
ぞ
れ
十
種
類
を
超
え
る

自
然
の
素
材
で
描
か
れ
た
「
押
し
花
」
の
絵
画
で
す
。

制
作
者
は
国
分
中
央
の
秋あ

き

廣ひ
ろ

京
子
さ
ん
（
67
）。
18
年

間
、
市
の
公
民
館
講
座
や
自
主
講
座
で
押
し
花
講
師
を
務

め
、
自
宅
の
ア
ト
リ
エ
で
も
教
え
て
い
ま
す
。

押
し
花
と
は
、
自
然
の
花
や
葉
な
ど
を
本
な
ど
に
挟
み
、

平
面
状
に
乾
燥
さ
せ
た
素
材
の
こ
と
。
貼
り
付
け
て
絵
は

が
き
に
す
る
小
品
か
ら
、
何
種
類
も
組
み
合
わ
せ
る
大
き

な
絵
画
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
装
飾
に
利
用
さ

れ
、
若
い
世
代
に
も
人
気
。
秋
廣
さ
ん
は
「
押
し
花
は
素

材
自
体
が
絵
の
具
。
水
彩
画
の
よ
う
に
濃
淡
を
水
で
調
整

で
き
ま
せ
ん
。
自
然
の
素
材
と
、
自
分
の
経
験
、
発
想
で

真
っ
白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
く
。
そ
れ
も
美
し
い
鮮
や
か

な
色
で
。
こ
ん
な
に
心
躍
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
魅

力
を
熱
く
語
り
ま
す
。

秋
廣
さ
ん
が
押
し
花
に
出
会
っ
た
の
は
45
歳
の
と
き
。

愛
好
家
に
よ
る
作
品
展
で
「
生
き
て
い
る
よ
う
な
花
の
鮮

や
か
さ
に
、
一
目
ぼ
れ
し
ま
し
た
。
自
分
も
絵
は
が
き
に

し
て
、
友
人
に
届
け
て
み
た
い
」
と
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。

早
速
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
都
城
市
の
講
座
へ
一
年
間
通

い
、
基
本
的
な
技
術
指
導
の
資
格
を
取
得
。
そ
の
後
、
自

宅
に
並
べ
た
自
分
の
作
品
を
見
た
友
人
か
ら
教
え
を
請
わ

れ
、
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
芸
術
に
は
縁
が
無
か
っ
た
」
と
い
う
秋
廣
さ
ん
。「
教

え
る
以
上
は
、
魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
た
い
」
と
、
講
師

に
な
っ
て
か
ら
は
絵
画
作
品
に
も
取
り
組
み
、
色
彩
や
構

図
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
鹿
児
島
市
の
絵
画
講
習
に
も
通
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
然
の
風
景
や
写
真
、

絵
画
を
注
意
深
く
観
察
し
、
光
に
よ
る
色
の
濃
淡
、
構
図

な
ど
を
研
究
。
素
材
は
散
歩
中
に
見
つ
け
た
草
花
や
、
自

分
の
畑
に
植
え
た
野
菜
な
ど
を
季
節
ご
と
に
採
取
し
ま
す
。

押
し
花
に
し
て
保
管
す
る
そ
の
数
は
３
０
０
種
に
も
上
り

ま
す
。「
一
番
難
し
い
の
は
、
摘
み
た
て
の
色
を
再
現
す

る
こ
と
。
シ
ン
プ
ル
な
作
品
に
こ
そ
、
押
し
花
の
良
さ
と

楽
し
さ
が
あ
る
」
と
奥
深
さ
を
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
秋
廣
さ
ん
が
一
番
輝
く
の
は
、
押
し
花
講
座
の

と
き
。「
こ
こ
は
少
し
淡
い
色
の
花
を
使
っ
た
ほ
う
が
立

体
感
が
出
る
か
も
」「
私
の
持
っ
て
い
る
素
材
を
使
っ
て

み
て
」。
次
々
と
湧
く
ア
イ
デ
ア
で
素
材
を
並
べ
始
め
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
周
り
に
輪
が
で
き
ま
す
。
受
講
生
か

ら
は
「
先
生
の
手
に
掛
か
る
と
急
に
作
品
が
生
き
生
き
し

ま
す
。
ま
る
で
魔
法
の
手
」
と
尊
敬
の
声
が
。

受
講
生
の
中
に
は
、
毎
回
溝
辺
町
か
ら
参
加
す
る
90
歳

の
人
も
い
ま
す
。
講
座
が
楽
し
み
で
、
い
つ
も
自
宅
で
作

品
の
構
図
を
練
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
そ
の
姿
に
「
押
し

花
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
制
作

中
は
み
ん
な
真
剣
。
向
上
心
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

完
成
後
は
、
作
品
を
眺
め
て
冗
談
を
交
わ
し
な
が
ら
お
茶

タ
イ
ム
。
み
ん
な
表
情
が
生
き
生
き
し
ま
す
。
押
し
花
は

ま
さ
に
“
笑
”
涯
学
習
で
す
ね
」
と
お
ど
け
ま
す
。

講
座
の
展
示
会
で
は
、
自
分
よ
り
受
講
生
の
作
品
を
優

先
し
て
展
示
す
る
秋
廣
さ
ん
。
そ
こ
に
は
「“
仲
間
”
の

笑
顔
が
一
番
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。「
押
し
花
は

私
に
『
人
の
輪
』
を
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
も
押
し
花
を

通
し
て
そ
ん
な
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」。
そ
う
話
す
秋
廣

さ
ん
の
笑
顔
は
、
押
し
花
よ
り
も
鮮
や
か
に
輝
き
ま
す
。

秋
あき

廣
ひろ

 京子さん（67）
南九州市出身。平成３年、夫の転勤
を機に霧島市へ移住。平成７年、全
国的な押し花講座「ふしぎな花倶楽
部」インストラクター会員となる。平成
10年から市の公民館講座の押し花講
師に。現在、自宅での講座も含め約
30人に指導。一番の楽しみは、受講
生全員による毎年の押し花研修旅行。
夫と２人暮らし。国分在住。

（
左
）『
麓
川（
ふ
も
と
が
わ
）』。
故
郷
の
懐
か
し
い
風
景
の

写
真
を
参
考
に
描
い
た
　（
下
）『
桜
島
』。
噴
煙
と
険
し
い

岩
肌
の
質
感
は
ま
る
で
油
絵
の
よ
う

公民館講座
の受講生に

よる発表・

展示会です
。秋廣さん

や受講生

の押し花作
品も展示さ

れます。

■まなびフ
ェスタ（入場

無料）

◦	日時＝２
月25日（土

）午前９時
〜午

後４時
◦場所＝隼

人体育館

問＝生涯学習課  ☎（42）1118

人
生
に
彩
り
添
え
る

“
自
然
”の
絵
画

Vol.119THE SCENE

霧島に生きる
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金
丸 

絵
里
加
　
著

人
気
の
健
康
酢
10
種
類
の
特
徴
、

作
り
方
、
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
果
物

や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
酢
と
組
み
合
わ

せ
た
、
注
目
の
健
康
酢
も
17
種
考

案
す
る
。

手
づ
く
り
健
康
酢
バ
イ
ブ
ル

65
歳
の
新
人
運
転
手
テ
ル
さ
ん
と

図
書
館
司
書
の
ウ
メ
ち
ゃ
ん
。
巡

回
先
で
待
っ
て
い
る
の
は
、
利
用

者
と
謎
の
数
々
。
ハ
ー
ト
フ
ル
・

ミ
ス
テ
リ
ー
。

大
崎 

梢
　
著

も
う
す
ぐ
寝
る
時
間
。
な
つ
み

は
、す
ご
く
い
い
こ
と
を
思
い
つ
い

た
。
そ
れ
は
、な
つ
み
が
何
か
の
ま

ね
を
し
て
、
お
母
さ
ん
が
当
て
る

ゲ
ー
ム
。
早
速
ゲ
ー
ム
を
始
め
ま

す
が
…
。

な
つ
み
は

な
ん
に
で
も
な
れ
る

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
　
著

角
田
光
代
、
穂
村
弘
、
長
谷
川
町

子
、
水
木
し
げ
る
な
ど
、
著
名
人

た
ち
に
よ
る
猫
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ

セ
ー
や
漫
画
を
集
め
た
47
話
の
作

品
集
。

キ
ノ
ブ
ッ
ク
ス
編
集
部
　
編

猫
な
ん
て
！

作
家
と
猫
を
め
ぐ
る
47
話

本
バ
ス
め
ぐ
り
ん
。

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時  ［対　象］ 場所/問い合わせ先
ほるとの森おはなし会 ２月はお休みです。３月11日（土）

国分図書館
☎（64）0918

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ３月 4日（土）10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ３月 6日（月）10：30 ～ 11：00

おはなしの部屋
２月19日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
３月 2日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
３月 3日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ２月12日（日）、3月12日（日）11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） ２月20日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場 ２月25日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室
☎（56）2026

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

竜
は
動
か
ず　

上
・
下
／
上
田
秀
人

喧す
て

嘩ご
ろ

／
黒
川
博
行

花
咲
小
路
三
丁
目
の
ナ
イ
ト
／
小
路
幸
也

裁
判
女
／
新
堂
冬
樹

よ
る
の
ば
け
も
の
／
住
野
よ
る

社
長
室
の
冬
／
堂
場
瞬
一

静
か
な
雨
／
宮
下
奈
都

草
花
た
ち
の
静
か
な
誓
い
／
宮
本
輝

あ
な
た
の
想
う
よ
う
に
生
き
れ
ば
い
い
の
よ
／
桐
島
洋
子

ド
ラ
ゴ
ン
の
塔　

上
・
下
／
ナ
オ
ミ
・
ノ
ヴ
ィ
ク

本
を
読
む
／
安
野
光
雅

本
当
に
正
し
い
鳥
獣
害
対
策
Ｑ
＆
Ａ
／
江
口
祐
輔

ナ
ン
バ
ー
１
／
白
鵬
翔

英
語
好
き
に
育
つ
た
の
し
い
お
話
３
６
５
／

小
学
生
の
た
め
の
英
語
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ

う
み
の
と
し
ょ
か
ん
／
葦
原
か
も

山
び
こ
く
ん
／
た
か
は
し
ゆ
う
じ

さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
東
京
の
上
野
に
あ
る
西
郷
像
は
、

顔
は
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
で
、
着
物
姿
は
服
部
英

龍
の
絵
を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
郷
公
園
の
西
郷
像

鹿
児
島
空
港
正
面
に
あ
る
西
郷
公
園
内
に

建
立
し
て
い
る
西
郷
像
は
、
佐
賀
県
出
身
の

彫
刻
家
・
古こ

賀が

忠た
だ

雄お

氏
が
制
作
し
ま
し
た
。

当
初
は
西
郷
隆
盛
没
後
百
年
事
業
と
し
て
京

都
に
建
立
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
計

画
が
変
更
さ
れ
、
富
山
県
高
岡
市
に
置
か
れ

て
い
た
西
郷
像
を
溝
辺
町
の
有
志
の
尽
力
で

移
送
し
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
西

郷
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

西
郷
公
園
の
西
郷
像
は
人
物
像
と
し
て

は
日
本
一
の
大
き
さ
を
誇
り
（
十
・
五
㍍
）、

袴
姿
で
腕
を
組
み
、
泰
然
と
し
た
姿
で
東
の

方
角
を
向
い
て
立
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
西
郷
隆
盛
の
肖
像
画
や

西
郷
像
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
眉
毛
が
濃

く
、
大
き
な
眼ま

な
こ

で
正
面
を
じ
っ
と
見
て
、
一

文
字
に
引
き
締
ま
っ
た
唇
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

そ
れ
は
、
泰
然
と
し
た
態
度
で
万
象
を
見

据
え
、
あ
ら
ゆ
る
人
事
や
出
来
事
を
抱
え
込

む
懐
の
大
き
さ
と
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
意

志
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
さ
に
「
西せ

郷ご

ど

ん
」
は
、
そ
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
鈴
）

時
の
人
々
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

服
部
英え

い

龍り
ゅ
う

が
描
い
た
肖
像
画

国
分
郷
土
館
に
は
、
服
部
英
龍
が
描
い
た

「
南
洲
翁
狩
姿
」
が
あ
り
ま
す
。

服
部
英
龍
は
、１※

国
分
中な

か
ん

馬ば

場ば

の
出
身
で
、

西
郷
と
直
接
会
っ
た
絵
師
の
一
人
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
英
龍
が
描
く
西
郷
の
肖
像
画
は
、

都
城
島
津
家
の
お
抱
え
絵
師
・
中な

か

原は
ら

南な
ん

渓け
い

の

絵
を
模
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

美
人
画
を
得
意
と
し
た
英
龍
。
肖
像
画
の

特
徴
と
し
て
は
、
豪
快
な
筆
運
び
の
中
に
も
、

西
郷
の
毛
髪
な
ど
は
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
写

か
。
実
は
、
西
郷
隆
盛
を
写
し
た
写
真
は
一

枚
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
説
が
あ
り
ま
す
。

◦�

暗
殺
を
防
ぐ
た
め
人
相
を
隠
し
た

◦�

写
真
を
撮
ら
れ
る
の
が
嫌
い
、
怖
か
っ
た

◦�

死
後
、
西
郷
を
伝
説
化
す
る
た
め
に
写
真

を
処
分
し
た

西
郷
隆
盛
の
写
真
嫌
い
は
有
名
だ
っ
た
よ

う
で
、
明
治
天
皇
が
「
西
郷
の
写
真
が
欲
し

い
」
と
要
望
さ
れ
て
も
撮
影
を
拒
ん
だ
と
い

う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
明
治
初
頭
の
写
真
と
い
え
ば
、
非

常
に
高
価
な
上
、
五
～
六
分
間
静
止
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。さ
ら
に「
魂

を
抜
か
れ
る
」
と
い
っ
た
風
評
も
あ
り
、
当

今
年
は
国
内
最
後
の
内
戦
「
西
南
の
役
」

が
終
結
し
、
西
郷
隆
盛
が
没
し
て
一
四
〇
年

と
な
る
節
目
の
年
で
す
。

西
郷
隆
盛
は
晩
年
、
日
当
山
を
よ
く
訪
れ
、

温
泉
や
狩
猟
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

霧
島
市
に
は
西
郷
ゆ
か
り
の
品
物
や
逸
話
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

国
分
郷
土
館
に
は
西
郷
隆
盛
の
狩
り
の
様

子
を
描
い
た
肖
像
画
「
南な

ん

洲し
ゅ
う

翁お
う

狩か
り

姿す
が
た」

が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
西
郷
と
肖
像
画
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

西
郷
ど
ん
は
写
真
嫌
い
？

西
郷
隆
盛
の
肖
像
画
と
い
え
ば
、
イ
タ
リ

ア
の
銅
版
画
家
・
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ッ
ソ

ー
ネ
が
描
い
た
も
の
が
有
名
で
す
。
こ
れ
は

西
郷
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
、
西
郷
を
知
る

人
か
ら
聞
い
た
特
徴
や
、
弟
の
西
郷
従つ

ぐ

道み
ち

、

従
弟
の
大
山
巖い

わ
お

の
写
真
を
参
考
に
描
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
キ
ヨ
ッ
ソ
ー

ネ
は
紙
幣
や
印
紙
、
切
手
な
ど
の
印
刷
技
術

を
指
導
す
る
た
め
に
来
日
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
な
ぜ
、
従
道

や
大
山
の
写
真
を
参
考
に
し
た
の
で
し
ょ
う

※１　国分中央三丁目

３※

西
郷
隆
盛
と
霧
島 

そ
の
❸

小学校の
卒業祝い

に近

所のおば
さんに頂

いた本で

す。王子さ
まと主人公

「ぼく」

との心の
交流の物

語で、王

子さまの
言葉には

深いメッ

セージが
込められ

ています。

当時の私
に、どの

ような思

いで手渡し
てくれたの

か、お

ばさんに思
いをはせな

がら、

折に触れ
読み返して

います。

（国分郡田
）

合
ごう

原
はら

 裕美子さん

おすすめの本

星の王子さま

作者　サン
・テグジュ

ペリ

私
の
宝
本

心に残る

名作です

西
郷
と
肖
像
画

キヨッソーネが描いた肖像画
（西郷南洲顕彰館蔵）

西郷公園の西郷像

服部英龍が描いた肖像画
（国分郷土館蔵）

↓

臨時休館のお知らせ
国分図書館・隼人図
書館は電算システムの
更新のために次の期間、
臨時休館します。本の

返却は、返却ポストをご利
用ください。ご迷惑をお掛
けしますが、ご協力をお願
いします。
◦ 期間＝２月24日（金）～28日（火）
�問＝国分図書館  ☎（64）0918
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お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◦�
２
月
14
日（
火
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

２
月
21
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

２
月
22
日（
水
）～
24
日（
金
）／

本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

３
月
10
日（
金
）／
本
会
議
（
補

正
予
算
委
員
長
報
告
、
採
決
）

◦�

３
月
28
日（
火
）／
本
会
議
最
終

日（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

登
録
か
ら
13
年
経
過
し
た

軽
自
動
車
は
税
が
上
が
り
ま
す

車
検
証
に
記
載
の
あ
る
初
度
検

査
年
月
か
ら
13
年
が
経
過
し
た
軽

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
順
次
、
軽
自
動

車
税
が
増
額
と
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
平
成
15
年
１

月
か
ら
平
成
16
年
３
月
ま
で
の
車

両
が
対
象
で
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
税
務
課
☎（
64
）０
９
０
２

自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の

抹
消
・
変
更
手
続
き
は

お
早
め
に

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
を
含

む
）、
二
輪
の
小
型
自
動
車
な
ど

を
所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
廃

車
・
譲
渡
し
た
場
合
や
、
自
動
車

検
査
証
（
車
検
証
）
に
記
載
し
て

あ
る
内
容
（
所
有
者
・
使
用
者
の

氏
名
、
住
所
、
使
用
の
本
拠
の
位

置
）
を
変
更
し
た
場
合
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

に
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
新
旧

所
有
者
の
印
鑑
、
車
台
番
号
の
分

か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
し
な
い
と
、
平
成
29

年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
手
続
き
窓
口

⃝
�

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄

以
下
）、小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
を
含
む
）
＝
税
務
課
☎

（
64
）０
９
０
２
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
福
山
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

⃝
�

軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７

６
１

⃝
�

軽
二
輪
＝
県
軽
自
動
車
協
会
☎

０
９
９（
２
６
１
）４
０
１
１

⃝
�

自
動
車
、
小
型
二
輪（
２
５
１

㏄
以
上
）＝
九
州
運
輸
局
鹿
児

島
運
輸
支
局
☎
０
５
０（
５
５

４
０
）２
０
８
９

一
部
の
障
が
い
者
は

軽
自
動
車
税
が
課
税
免
除
に

軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
す
る
障

が
い
者
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の
免
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
免
除
を
受
け
ら

れ
る
障
害
の
程
度
は
、
税
務
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
免
除
を
受
け
ら
れ
る
車
両

◦�

障
が
い
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

◦�

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
や
知
的
障
が
い

者
と
生
計
を
同
一
に
す
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

※�

免
除
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
１

人
に
つ
き
１
台
で
す
。（
普
通

自
動
車
で
減
免
を
受
け
て
い
る

人
は
免
除
で
き
ま
せ
ん
）

⃝
�

手
続
方
法
＝
納
期
限
の
７
日
前

（
５
月
25
日
）
ま
で
に
、税
務
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
福

山
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

※�

隼
人
庁
舎
で
は
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
�

必
要
書
類
＝
運
転
者
の
運
転
免

許
証
、
障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、

届
出
者
の
印
鑑
、
運
転
者
が
生

計
同
一
の
場
合
は
生
計
同
一
証

明
書

◎�

�問
＝
税
務
課
☎（
64
）０
９
０
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

以
外
に
、
口
座
振
替
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
口
座
振
替
は
、
毎
月
引

き
落
と
す
振
替
と
前
納
が
あ
り
、

納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。
口

座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
毎
月
振
替
は
２
種
類

⃝
�

通
常（
翌
月
末
日
振
替
）＝
割
引

な
し
（
例
＝
４
月
分
の
保
険
料

を
５
月
末
日
に
振
替
）

⃝
�

早
割（
当
月
末
日
振
替
）＝
50
円

割
引
（
例
＝
４
月
分
の
保
険
料

を
４
月
末
日
に
振
替
）

■
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

◎�

�問・�申
＝
加
治
木
年
金
事
務
所

☎（
62
）３
５
１
１
、
保
険
年
金

課
☎（
64
）０
８
８
６
、
隼
人
市

民
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課

確
定
申
告
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
須
に

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書

な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
確

定
申
告
書
な
ど
を
税
務
署
へ
提
出

す
る
際
に
は
、
申
告
す
る
人
の
本

⃝
�

日
時
＝
２
月
25
日（
土
）午
前
９

時
～
11
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
霧
島
商
工
会
議
所

⃝
�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
す
る
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

⃝
�

内
容
＝
各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
説

明
（
参
加
企
業
29
社
）

◎�

�問
＝
商
工
振
興
課
☎（
64
）０
９

０
３

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど

石
綿
に
よ
る

疾
病
の
補
償
・
救
済

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

が
ん
な
ど
を
発
症
し
た
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に

基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や

石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発

症
し
ま
す
。
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
人
が
過
去
に
石
綿
業
務
に

従
事
し
て
い
た
場
合
も
、
労
災
保

険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
労
働
局
労
災
補
償

課
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
８

０

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。

⃝
�

本
人
確
認
書
類
の
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
。

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎�

�問
＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）２

１
６
１

早
春
の
伝
統
行
事「
初は

つ

午う
ま

祭さ
い

」

初
午
祭
は
、
家
内
安
全
、
五
穀

豊
穣
、
畜
産
奨
励
、
厄
払
い
な
ど

を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
。

太
鼓
や
三
味
線
の
音
に
合
わ
せ

て
20
数
頭
の
鈴
か
け
馬
と
約
２
千

人
の
踊
り
連
が
一
体
と
な
っ
て
踊

り
ま
す
。
毎
年
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
、
南
九

州
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
伝
統
行

事
で
す
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
19
日（
日
）�

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
ご
ろ

※�

出
場
馬
数
に
よ
り
終
了
時
間
が

変
わ
り
ま
す
。

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
神
宮
と
そ
の
周

辺
※�

鹿
児
島
神
宮
周
辺
の
道
路
は
、

交
通
規
制
に
よ
り
混
雑
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

自
主
事
業

■�

ダ
ニ
エ
ル
・
オ
ッ
テ
ン
ザ
マ
ー

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

⃝
�

日
時
＝
３
月
19
日（
日
）午
後
２

時
～
４
時
（
開
場
＝
午
後
１
時

30
分
）

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
３
千
円
、
学
生

１
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０

霧
島
で
働
く
魅
力
発
見

高
校
生
を
対
象
に
市
内
企
業
の

合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
将

来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

市
内
企
業
の
声
を
直
接
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

緑
の
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

小
中
学
校
や
自
治
会
、
市
民
団

体
な
ど
の
森
林
・
木
材
利
用
の
啓

発
な
ど
緑
化
活
動
へ
の
助
成
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

昨
年
度
は
市
全
体
で
３
３
８
万

３
５
２
円
も
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

⃝
�

期
限
＝
４
月
30
日（
日
）

※�

緑
化
活
動
へ
の
助
成
を
希
望
す

る
団
体
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎�

�問
＝
み
ど
り
推
進
協
議
会
事
務

局
（
林
務
水
産
課
内
）
☎（
64
）

０
９
３
８

天
降
川
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

天
降
川
の
自
然
を
守
る
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

近
く
の
集
合
場
所
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。（
自
由
参
加
）

⃝
�

日
時
＝
２
月
25
日（
土
）午
前
９

時
～
11
時
（
雨
天
中
止
）

⃝
 

集
合
場
所
＝
日
当
山
橋
下
橋
之

口
側
、
日
当
山
温
泉
公
園
、
天

降
川
運
動
公
園
、
市
水
道
部
、

野
口
橋
下
駐
車
場
、
ふ
る
さ
と

の
川
河
川
公
園
駐
車
場
、
武
安

橋
前

※�

日
当
山
橋
下
橋
之
口
側
は
午
前

７
時
30
分
に
集
合
。

◎�

�問
＝
隼
人
市
民
福
祉
課
☎（
45
）

５
１
１
１
（
内
線
５
０
４
４
）

＝提出先 ＝応募先提 応
※　��＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

前　納　の　種　類 申込期限

２年分前納 ４月～平成31年３月分
（24か月分） 2/28（火）

１年分前納 ４月～平成30年３月分
（12か月分） 2/28（火）

６か月分
前納

４月～９月分 2/28（火）

10月～平成30年３月分 8/31（木）

※割引額は問い合わせください。

子どものスマホ乱用は
大人の責任です
市PTA連絡協
議会では、SNS
などでのいじめ
から児童・生徒
を守るために「きりしまルール」を作成し、
全児童・生徒にチラシを配布しました。
本当にスマートフォンなどが必要か判断
し、持たせる場合は大人の責任ということ
を再認識しましょう。各家庭でルールを決
めて安心・安全な使用をお願いします。
・ SNSなどに傷つける書き込みをしない
・ フィルタリング機能を設定する
・ 夜9時以降の友だちとの連絡などはしな
いなど

問＝ 市PTA連絡協議会事務局（隼人公民館
内）  ☎（42）1131

華やかな鈴かけ馬と子どもたち
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⃝
�

貸
付
期
間
＝
５
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年

間

⃝
 

申
込
期
限
＝
２
月
28
日（
火
）

※�

農
政
畜
産
課
へ
印
鑑
を
持
参
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）

０
８
８
２

市
営
住
宅
入
居
者

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
申
し

込
み
は
団
地
ご
と
に
受
け
付
け

（
１
世
帯
１
団
地
に
限
る
）、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
、
受
付
期
限
＝

２
月
17
日（
金
）

⃝
�

抽
選
日
＝
３
月
２
日（
木
）

時
～
３
時
30
分

⃝
�

準
備
＝
筆
記
用
具
（
筆
ペ
ン
か

ボ
ー
ル
ペ
ン
か
鉛
筆
）

⃝
�

受
講
料
＝
６
０
０
円

■
い
き
い
き
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
使
い
、
脳
を
若
く

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
10
日（
金
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

⃝
 

受
講
料
＝
７
０
０
円
（
ｉ
ｐ
ａ

ｄ
は
準
備
し
ま
す
）

【
共
通
事
項
】

⃝
�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

で
開
催
）

⃝
 

受
付
＝
２
月
10
日（
金
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

出
場
し
ま
せ
ん
か

10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
17
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選

を
兼
ね
る
大
会
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
21
日（
日
）午
前
９

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
県
立
鴨
池
補
助
競
技
場

（
鹿
児
島
市
）
ほ
か

⃝
�

参
加
資
格
＝
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

農
業
の
収
入
保
険
制
度
が

始
ま
り
ま
す

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度

の
導
入
が
、政
府
の
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
本
部
で
決
ま
り

ま
し
た
。
国
会
で
承
認
さ
れ
る
と

平
成
29
年
分
の
所
得
か
ら
収
入
保

険
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
申

告
時
期
は
平
成
30
年
２
～
３
月
）

新
た
に
個
人
で
青
色
申
告
を
始
め

る
場
合
は
、
３
月
15
日（
水
）ま
で

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を

税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
農

林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
九
州
農
政
局
鹿
児
島
県
拠

点
地
方
参
事
官
室
☎
０
９
９

（
２
２
２
）５
８
４
０

あ
な
た
の
猫
の
飼
い
方

大
丈
夫
で
す
か

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼
養
推
進

月
間
」
で
す
。
平
成
27
年
度
は
県

内
で
２
３
０
０
頭
余
り
の
猫
が
保

健
所
に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

飼
い
主
は
次
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

最
後
ま
で
飼
い
主
の
責
任
を
果
た

し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

室
内
で
飼
う

室
内
で
飼
い
、
交
通
事
故
や
け

が
、
感
染
症
な
ど
の
危
険
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

不
妊
・
去
勢
手
術
を

年
に
複
数
回
出
産
が
可
能
で
す
。

不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
で
望
ま
な

い
繁
殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

飼
い
主
を
は
っ
き
り
示
す

迷
子
札
を
付
け
て
飼
い
猫
で
あ

る
こ
と
や
飼
い
主
を
明
示
し
、
迷

子
に
な
っ
た
と
き
は
保
健
所
へ
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
姶
良
保
健
所
衛
生
・
環
境

課
☎（
44
）７
９
６
０

募
　
集

無
料
で
農
園
を
貸
し
ま
す

自
然
と
触
れ
合
い
、
農
業
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
開
設
し
て

い
る
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
。（
利
用
料
無
料
）

※�

申
し
込
み
に
は
所
得
制
限
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
部
屋
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※�

中
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
と
国
分
・
隼
人
地
区
を

除
く
市
営
住
宅
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
国
分
・
隼
人
地
区
は

建
築
住
宅
課
☎（
64
）０
９
０
９
、

そ
の
ほ
か
の
地
区
は
各
総
合
支

所
産
業
建
設
課

県
営
住
宅
入
居
者

県
で
は
、
平
成
29
年
度
に
県
営

住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
す
る
人
の
、

空
き
家
待
ち
順
位
登
録
を
公
開
抽

選
し
ま
す
。

⃝
 

申
込
書
の
配
布
、
受
付
期
限
＝

２
月
27
日（
月
）

⃝
�

抽
選
会
日
時
＝
３
月
９
日（
木
）

午
後
２
時
か
ら

⃝
�

抽
選
会
場
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
本
庁
舎
中
会
議
室

◎�

�問・�申
＝
㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動

産
姶
良
支
店
☎（
64
）３
８
８
０

サ
ン・
あ
も
り
文
化
講
座

■
き
れ
い
に
名
前
を
書
く
講
座

⃝
�

日
時
＝
３
月
13
日（
月
）午
後
１

＝提出先 ＝応募先

と
印
鑑
、
代
理
人
の
場
合
は
代

理
人
の
印
鑑
を
持
参

◎�

�問・�申
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課

☎（
64
）０
８
５
５
、
隼
人
市
民

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

平
成
29
年
度
県
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
訓
練
生

平
成
29
年
４
月
か
ら
１
年
間
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。（
入
校
料
無
料
）

⃝
�

募
集
期
限
＝
３
月
３
日（
金
）

※�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
た
人
は
、
雇
用
保
険
の
延

長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
、

訓
練
手
当
て
の
支
給
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
県
障
害
者
職
業
訓
練
能
力

開
発
校
☎
０
９
９
６（
44
）２
２

０
６

自
分
に
合
う
職
業
が
分
か
る

自
分
の
持
ち
味
や
個
性
を
理
解

し
て
就
職
活
動
に
生
か
す
職
業
適

性
診
断
を
行
い
ま
す
。
診
断
に
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
日
の
午
前
10
時
～
午

後
６
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
霧
島
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
イ
オ
ン
隼
人
国
分
店
内
）

⃝
�

対
象
＝
お
お
む
ね
45
歳
未
満
で
、

就
職
を
希
望
す
る
人

◎�

�問
・
�申
＝
霧
島
わ
か
も
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
☎（
64
）２
２
５
１

県
森
林
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

研
究
生
募
集

森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
修
得
さ
せ
、
優
秀
な
林
業

後
継
者
・
技
術
者
の
養
成
を
行
い

ま
す
。

⃝
�

修
業
期
限
＝
１
年
間
（
４
月
か

ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
）

⃝
�

募
集
期
間
＝
３
月
14
日（
火
）

※�

入
所
資
格
、
提
出
書
類
、
選
考

試
験
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
県
森
林
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
庶
務
部
☎（
52
）０
０
７
４

シ
ル
バ
ー
観
光
ガ
イ
ド

史
跡
巡
り

鹿
児
島
神
宮
や
宮
坂
貝
塚
、
西

郷
ど
ん
の
宿
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
18
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時

⃝
�

集
合
場
所
＝
鹿
児
島
神
宮
一
の

鳥
居

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

参
加
料
＝
千
円
（
お
茶
、
記
念

品
、
保
険
代
含
む
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５
、
FAX

（
42
）８
８
８
６

相
　
談

将
来
の
不
安
や
心
配
事
は

癒
や
し
の
プ
ロ
に
相
談
を

専
門
的
な
知
識
と
温
か
な
対
話
、

心
の
ケ
ア
の
プ
ロ「
精
神
対
話
士
」

が
、
健
康
や
仕
事
な
ど
の
解
決
に

向
け
て
一
緒
に
考
え
る
「
ほ
っ
！

と
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
要
予
約
）

⃝
�

期
日
＝
２
月
18
日（
土
）、
19
日

（
日
）、
25
日（
土
）、
26
日（
日
）、

３
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）、

６
日（
月
）、
11
日（
土
）、
12
日

（
日
）、
18
日（
土
）、
19
日（
日
）、

25
日（
土
）、
26
日（
日
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時　

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室

⃝
�

対
象
＝
39
歳
以
下
の
人

◎�

�問・�申
＝
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会

鹿
児
島
事
務
所
【
肥
後
】
☎
０

８
０（
８
３
９
８
）２
９
６
６

⃝
�

競
技
種
目
＝
陸
上
、卓
球
、ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
水
泳
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

※�

障
害
区
分
に
よ
り
出
場
種
目
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

定
員
＝
30
人
程
度
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
２
月
13
日（
月
）～

３
月
３
日（
金
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
身
体
障
害
者
手
帳

提 応
※　��＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

農　園　名 1区画の面積 区画数
名波農園

（名波団地前） 約20㎡ 30

広瀬農園
（国分フレスポ近く） 約35㎡ 12

清水農園
（清水団地近く） 約30㎡ 20

奈良田農園
（奈良田団地北） 約25㎡ 12

English Hour（無料）
◦�日時
【初級】３月６日（月）午後６時～７時、
【中級】３月６日（月）午後７時10分～８時10分、
【上級】３月27日（月）午後６時30分～７時30分
◦�場所＝国分公民館中研修室
◦�申込期限＝【初・中級】３月２日（木）、【上級】３月23
日（木）

英語でティータイム（無料）
◦�日時＝３月８日（水）午後２時～３時
◦�場所＝国分公民館調理講義室
◦�申込期限＝３月７日（火）
※参加は英語初級レベル以上の人に限ります。

中国語教室（無料）
◦�日時＝３月９日（木）午後２時～３時
◦�場所＝国分公民館小研修室
◦�申込期限＝３月７日（火）

韓国語教室（無料）
◦�日時＝３月９日（木）午後６時30分～７時30分
◦�場所＝国分公民館中研修室
◦�申込期限＝３月７日（火）

国際料理キッチン
牛肉と豚肉で韓国本場のプルコギ２種類を作ります。
◦�日時＝３月15日（水）午後２時～４時30分
◦�場所＝国分公民館調理講義室
◦�参加料＝700円
◦�申込期限＝３月９日（木）

◦対象＝市民　◦定員＝各先着15人
◦申込方法＝電話か市ホームページから
※キャンセルの場合、前日までにご連絡ください。
�問・�申＝企画政策課 ☎（64）0914

国際交流員と交流しよう 国際交流員のウニョンさんと
お別れの交流しませんか。

３年間の感謝の気持ちを最後
の交流に込めたいです。ぜひ
ご参加ください。

共
通
事
項

飼い主を明示する迷子札

霧
島
市
国
際
交
流
員

キ
ム 

ウ
ニ
ョ
ン
さ
ん（
32
）

（
韓
国
出
身
）
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環霧島・錦江湾奥イベント情報

読者の皆さんからの声を伝えるコーナーです。本誌への感想、霧島
市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。お便りは綴じ込み
のはがき、ファクス（0995－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは
右の２次元コード、パソコンは市ホームページからお送りください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

昨
年
の
４
月
か
ら
自
治
会
長

に
な
り
ま
し
た
。
順
番
な

の
で
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
各
班
長

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
あ

と
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
約
１
５

０
世
帯
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
防
犯
灯
や
道
路

の
傷
み
の
市
へ
の
連
絡
な
ど
、
今
ま

で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中
で
す
れ

違
う
人
と
の
会
釈
も
増
え
ま
し
た
。

一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
の
こ
と
も
気

に
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
東

北
や
熊
本
の
地
震
の
時
も
地
域
の

つ
な
が
り
が
役
に
立
っ
た
そ
う
で
す
。

自
治
会
に
参
加
し
な
い
人
た
ち
が

増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
自
治

会
は
災
害
が
発
生
し
た
と
き
だ
け

で
な
く
、
日
常
の
生
活
で
も
安
心

が
得
ら
れ
る
と
い
う
宝
物
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
地
区
に
住
ん
で
30
年
。

こ
れ
ら
か
も
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
広

瀬
の
ダ
ッ
タ
ン
73
歳
男
性
）

●

今
月
は
自
治
会
を
特
集
し
ま
し

た
。
加
入
率
が
年
々
下
が
り
、
将

来
が
心
配
で
す
。
日
常
的
な
つ
な

が
り
が
安
心
と
い
う
宝
物
な
の
で

す
ね
。
一
人
一
人
が
声
を
掛
け
て

自
治
会
の
加
入
を
促
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５

時
46
分
、
６
４
３
４
人
が
亡

く
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

22
年
。
毎
年
こ
の
日
は
朝
か
ら
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
神
戸
に

住
ん
で
い
た
私
は
、
爆
発
か
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
衝
撃
で
体
が
一
瞬
宙
に

浮
き
、
同
時
に
縦
、
横
、
斜
め
と

す
ご
い
揺
れ
。
食
器
棚
が
大
き
な

音
と
共
に
倒
れ
、
暗
闇
を
突
く
よ

う
な
地
響
き
。「
も
う
だ
め
だ
」
と

思
い
な
が
ら
着
の
身
着
の
ま
ま
で
外

に
飛
び
出
し
ま
し
た
。
電
線
は
大
き

く
波
の
よ
う
に
う
ね
り
、
昨
日
ま
で

と
打
っ
て
変
わ
っ
た
風
景
。
雪
が
ち

ら
ち
ら
と
舞
う
中
、
寒
さ
も
感
じ

ず
ぼ
う
ぜ
ん
と
立
ち
尽
く
す
ば
か

り
で
し
た
。
そ
の
後
も
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
地
震
が
発
生
。
地
震

は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
何
を
す
る
に
も
命
が
あ
っ
て

こ
そ
で
す
。
普
段
か
ら
の
備
え
が

大
事
で
す
ね
。（
Ｊ
・
Ｈ
72
歳
女
性
）

●

霧
島
市
で
も
か
な
り
の
揺
れ
を

感
じ
た
熊
本
地
震
。
あ
れ
か
ら
も

う
す
ぐ
１
年
。
熊
本
で
は
、
い
ま

だ
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
が
起
き
る
前
に
、
今
で
き

る
備
え
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

今
年
の
元
旦
も
昨
年
と
同
じ

よ
う
に
、
初
日
の
出
を
拝

み
に
妻
と
広
瀬
の
海
岸
へ
出
掛
け

ま
し
た
。
今
年
は
初
日
が
上
が
る

前
に
、
干
支
の
鳥
が
新
年
を
祝
う

か
の
よ
う
に
空
を
羽
ば
た
く
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て

山
あ
い
か
ら
上
が
っ
て
く
る
初
日

の
出
に
今
年
の
家
内
安
全
を
祈
願
。

さ
ら
に
今
年
は
孫
の
初
の
高
校
受

験
な
の
で
、
合
格
祈
願
ま
で
し
ま

し
た
。
来
年
も
初
日
の
出
が
見
ら

れ
る
よ
う
元
気
で
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。（
霧
島
人
64
歳
男
性
）

●

浜田フヂ子さん（福山）

⃝  日時＝３月４日（土）、５日（日）午前８
時～午後６時

⃝  場所＝加治木かもだ想い通りほか
⃝  内容＝江戸時代から続く県内三大市の
一つ。特産品販売やお化け屋敷など
＝姶良市商工会加治木支所  ☎（63）2295

⃝  日時＝２月25日（土）～３月12日（日）
午前９時～午後７時

⃝  場所＝末吉総合体育館（末吉町諏訪方
8478-1）
＝ 曽於市教育委員会社会教育課

☎099（482）5958

加治木初市 第34回吉井淳二記念展姶良市 曽於市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2017.2

Readers
Voice

元
旦
か
ら
初
日
の
出
と
鳥
の
羽

ば
た
く
姿
を
ご
覧
に
な
ら
れ
、
縁

起
が
良
い
で
す
ね
。
２
月
は
受
験

シ
ー
ズ
ン
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

は
や
っ
て
い
ま
す
の
で
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

広
報
き
り
し
ま
の
10
月
号
に

載
っ
て
い
た
「
55
歳
以
上

の
調
理
補
助
講
習
会
」
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
定
員
は

20
人
で
し
た
が
、
実
際
に
参
加
し

た
の
は
16
人
で
し
た
。
幼
児
食
か

ら
介
護
食
ま
で
８
日
間
の
研
修
で

し
た
。
調
理
分
野
で
の
就
活
応
援

講
習
で
し
た
が
、
私
の
よ
う
な
年

頃
は
孫
も
い
ま
す
し
、
親
は
後
期

高
齢
者
で
す
し
、
普
段
の
生
活
に

そ
の
ま
ま
役
立
つ
あ
り
が
た
い
講

習
で
し
た
。
講
師
の
方
々
も
テ
レ

ビ
や
新
聞
に
出
て
お
ら
れ
る
著
名

な
方
ば
か
り
で
び
っ
く
り
。
調
理

技
術
の
基
本
を
学
び
、
必
要
な
知

識
と
技
術
を
習
得
で
き
、
受
講
料

は
無
料
で
し
た
。
広
報
誌
に
は
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
隅
々
ま
で
読
み
ま
し
ょ

う
。（
就
活
ば
あ
ち
ゃ
ん
55
歳
女
性
）

●

広
報
誌
の
お
知
ら
せ
記
事
に
は

魅
力
あ
る
講
座
も
た
く
さ
ん
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
見
逃
し

な
く
。読

者
の
声
に
載
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
黒
酢
レ
ス

ト
ラ
ン
の
食
事
券
も
当
選
し
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
車
の
免
許
を
返

納
し
て
い
る
の
で
、
娘
に
乗
せ
て

も
ら
い
夫
と
出
掛
け
ま
し
た
。
店

内
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
黒
酢
の
壺つ

ぼ

を
眺
め
な
が
ら
、
食
前
酢
や
お
い

し
い
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

90
歳
を
迎
え
る
夫
と
楽
し
い
一
日

を
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

（
の
ん
ち
ゃ
ん
ば
あ
ば
85
歳
女
性
）

●

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
楽
し
い
一

日
に
な
り
私
た
ち
も
う
れ
し
い
で

す
。
ま
た
お
便
り
く
だ
さ
い
ね
。

一
人
暮
ら
し
が
難
し
く
な
り
、

福
岡
か
ら
霧
島
市
に
住
む

娘
の
と
こ
ろ
に
来
て
は
や
一
年
。
こ

の
年
に
な
っ
て
霧
島
市
民
に
な
る

と
は
思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で
し

た
。
福
岡
に
比
べ
て
暖
か
く
、
人

も
温
か
い
霧
島
市
は
住
み
や
す
く

あ
り
が
た
い
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
週
４
日
通
い
、
友
だ
ち
も
で

絵
は
が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
質

を
向
上
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

そ
の
分
経
費
が
上
が
る
た
め
難
し

い
状
況
で
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

姶
良
伊
佐
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

の
「
ゆ
め
・
と
き
め
き
芸

能
大
会
」
が
12
月
に
み
そ
め
館
で

あ
り
ま
し
た
。
歌
や
踊
り
、
太
鼓

な
ど
３
４
０
人
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
。
若
々
し
く
、
体
の
キ

レ
も
抜
群
で
、
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
は

全
く
な
い
楽
し
い
発
表
会
で
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
霧
島
市
の
地
域
を

担
う
頼
り
に
な
る
会
で
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
若
手
委
員
の
Ｆ
73
歳
男
性
）

●

加
入
方
法
や
活
動
内
容
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

内
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
42
－

２
２
５
６
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
20
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

き
ま
し
た
。
先
月
は
夜
空
を
進
む

ロ
ケ
ッ
ト
の
光
を
２
回
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
広
報
誌
も
毎

月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
読

ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
忘
れ
る
の
で

何
回
も
読
ん
で
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
る
霧
島
市
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
。（
マ
ル
の
友
だ
ち
92
歳
女

性
）

●

大
雪
と
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
昨

年
１
月
。
桜
咲
く
春
ま
で
も
う
少

し
で
す
ね
。
今
年
も
広
報
誌
で
霧

島
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
霧
島
生
活
２
年
目

も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

絵
は
が
き
を
毎
月
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
霧
島
の
美

し
い
自
然
や
行
事
な
ど
の
写
真
。

私
は
そ
れ
を
利
用
し
て
友
人
に

送
っ
た
り
、
お
礼
状
と
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。
筆
不
精
の
私
に
と
っ
て
は
、

文
章
を
書
く
欄
が
少
な
く
助
か
り

ま
す
。
ぜ
い
た
く
を
言
え
ば
、
も

う
少
し
厚
く
良
質
な
紙
で
あ
れ
ば

も
っ
と
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
届

く
こ
ろ
に
は
文
字
が
に
じ
ん
だ
り
、

は
が
き
が
破
れ
て
い
な
い
か
心
配
で

す
。（
Ｍ
58
歳
女
性
）

●

⃝  日時＝３月４日（土）午後１時～４時30
分

⃝  定員＝400人（要申し込み）
⃝ 場所＝ サンエールかごしま（荒田一丁

目4-1）
＝�維新ふるさと館  ☎099（239）7700

特別歴史講座「西郷どんをもう一度学ぶ」鹿児島市
⃝  期間＝２月26日（日）～３月5日（日）
⃝  場所＝本町商店街（国道220号南日本
銀行向かい・ピンクののぼりが目印）

⃝  内容＝土人形の展示、特産品の販売、
絵付け体験など、初日に講演会
＝垂水市観光協会 ☎0994（32）8839

土人形展垂水市
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〈随ずいそう想〉

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

和
歌
山
県
の
人
口
に
匹
敵

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

平
成
27
年
と
平
成
22
年
の
国

勢
調
査
を
比
較
す
る
と
、
全
国

で
約
96
万
人
が
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
数
は
和
歌
山
県
の
人
口
に

匹
敵
し
ま
す
。
鹿
児
島
県
で
も

こ
の
５
年
間
で
５
万
８
千
人
を

超
え
る
人
口
が
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
国
分
市
の
人
口
と

同
じ
く
ら
い
の
数
で
す
。
霧
島

市
の
比
較
結
果
は
１
６
３
０
人

の
減
少
と
、
微
減
で
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
地
域
別
で
は
国
分
・

隼
人
地
域
が
増
加
し
、
中
山
間

地
域
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
全

国
規
模
で
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

霧
島
市
は
合
併
し
て
間
も
な

く
移
住
定
住
の
専
門
窓
口
を
設

置
。
中
山
間
地
域
に
は
こ
の
10

年
余
り
で
１
１
０
０
人
を
超
え

る
人
に
移
住
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
西
日
本
新
聞

社
の
調
査
結
果
で
九
州
一
の
移

住
者
数
で
す
。
微
減
で
と
ど
ま

っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
移
住
定

住
の
政
策
が
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
霧
島
市
ふ

る
さ
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ

た
２
０
６
０
年
の
人
口
目
標
13

万
人
の
実
現
の
た
め
に
、
さ
ら

に
力
強
く
、
新
た
な
る
取
り
組

み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,620人（＋25）
男性／ 60,776人（＋ 8）
女性／ 65,844人（＋17）
出生103人／死亡107人
転入296人／転出260人
◎世帯数／59,963世帯（－12）

（平成29年1月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

編 集作業も締め切りが近づくとピリピリ感が漂う。小中学校ではイ
ンフルエンザが流行。課内でも予防を呼び掛けていた矢先に感

染者が発生。幸い、予防接種を受けていたおかげで高熱にはならず、編
集の追い込み作業にも間に合ってくれた。助かった。ありがとう（上小園）

リ ンクの佐藤さん。アイシングクッキーの絵は１枚１枚手描きです。時
間が掛かる分、心がこもった贈り物になります。私たちが作る広

報誌も一緒。取材相手や読者の皆さんが読む姿を想像して毎号編集し
ています。何より手元へ届けてくれる自治会の皆さま、本当に感謝（川床）

大 山自治会の佐藤良子さんはとてもパワフルな方。そこまでして自治
会活動に尽力するのは、これまで育ててくれた地域への恩返しな

のだそう。自治会活動以外にも、全国でも講演を行う佐藤さん。「忙しい
とは思いません。むしろ毎日が楽しい」との言葉、見習いたいです（土井）

自 分は何年前だったかと考えながら、成人式の取材に行きました。再
会を喜ぶ新成人たちで会場はいっぱいになり、歓声や写真撮影

でにぎやかでした。新成人の笑顔を撮影するだけでこちらも自然と笑顔
に。いつまでも新成人のときの気持ちを忘れずに仕事頑張ります（木原）

霧島市ホームページ

◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から、今肉屋より商品券（1,500円分）を10人に
プレゼント。応募締め切りは２月20日（月）。当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の表紙

←�市ホームページから
もプレゼントの申し
込みができます。

一口食べると濃厚な甘みが口いっぱ
いに広がる、真っ赤に色付いたイチ
ゴ。霧島市内のイチゴ農園では、イチ
ゴ狩りが旬を迎えています。暖かいビ
ニールハウスの中は、たわわに実った
数種類のイチゴの甘い香りが。撮影前
に伺った土曜日には、多くの家族連れ
やカップルでにぎわっていました。イチ
ゴ狩りは４月ごろまで楽しめるそう。ぜ
ひ皆さんも出掛けてみませんか（川床）
問＝農政畜産課  ☎（64）0910

イチゴ狩り（国分重久）
1月24日  午前11時53分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17～ 55㎜
F2.8　1/640s　�F3.5　�ISO320

◎家庭児童相談室
家庭や子どもの悩み事を一人で抱えていませんか。家庭児童相談室では子育てに関する

あらゆる相談をはじめ、子ども（18歳未満）自身からの相談も受け付けています。また、「自
分がやっていることは虐待ではないか」「隣の家から虐待を受けているような声が聞こえ
る」といった場合も迷わずご相談ください。早い相談が予防や解決につながります。相談
や通告は匿名で行うこともでき、秘密は守られます。

◎児童相談所全国共通ダイヤル
「189」は近くの児童相談所に通告・相談ができる
全国共通の３桁の電話番号です。

一人で悩まないで話してみませんか
―子育てや児童虐待に関する相談窓口―

◦相談日時＝月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）午前８時15分～午後５時
◦相談方法＝電話、面接（相談は無料、予約は必要ありません）
��問・�相＝子ども家庭支援室  ☎（64）0881

進
み
、
と
て
も
不
安
に
な
り
固

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
分
か
ら
な
い
単
語
が
飛
び
出

す
た
び
に
尋
ね
、
鹿
児
島
弁
講
座

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
し
っ
く
り
く
る
標
準

語
が
見
つ
か
ら
ず
悩
む
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
あ
ら
た
め
て
鹿
児
島
弁

の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
た
お

か
げ
で
、
日
常
生
活
で
耳
に
す
る

鹿
児
島
弁
も
分
か
る
言
葉
が
増
え

ま
し
た
。
最
近
は
電
話
に
出
る
と

「
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
鹿
児
島

弁
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
ね
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

地
に
な
じ
ん
だ
証
の
よ
う
で
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

霧
島
に
来
て
驚
い
た
こ
と
の
一

つ
が
温
泉
で
す
。
温
泉
施
設
の
多

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
泉

質
の
多
さ
に
び
っ
く
り
。
も
と
も

と
温
泉
が
好
き
で
岐
阜
で
も
よ
く

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
入
っ
た
こ

と
の
な
い
泉
質
も
あ
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ

入
っ
て
み
た
い
と
『
き
り
し
ま
ゆ

旅
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
１
年
か

け
て
63
の
温
泉
施
設
を
制
覇
し
、

温
泉
横
綱
の
称
号
を
手
に
し
ま
し

た
。
湯
治
文
化
の
妙
見
・
安
楽
温

泉
郷
、
家
族
湯
文
化
の
日
当
山
温

泉
郷
な
ど
、
岐
阜
で
は
お
目
に
か

か
れ
な
い
面
白
い
温
泉
文
化
を
楽

し
み
ま
し
た
。

最
近
の
お
気
に
入
り
は
、
友
人

た
ち
と
平
日
の
仕
事
終
わ
り
に
食

Profile

霧島で人生が豊かに
◎黒田  淑芳

岐
阜
県
海
津
市
と
霧
島
市
は
宝

暦
治
水
に
お
け
る
薩
摩
義
士
の
縁

で
、
平
成
18
年
に
姉
妹
都
市
盟
約

を
締
結
。
平
成
20
年
度
か
ら
は
市

職
員
の
人
事
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
海
津
市
の

私
が
人
事
交
流
職
員
と
し
て
霧
島

市
の
観
光
課
に
来
て
、
も
う
す
ぐ

２
年
に
な
り
ま
す
。

霧
島
市
に
来
て
、
ま
ず
桜
島
の

噴
火
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
市

役
所
６
階
で
仕
事
を
し
て
い
る
と

ど
こ
か
ら
と
も
な
く「
噴
火
し
た
」

と
の
声
が
聞
こ
え
、
窓
を
見
れ
ば

そ
こ
に
は
噴
煙
を
上
げ
る
桜
島
が
。

感
動
し
て
慌
て
て
写
真
を
撮
っ
た

こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

海
津
市
と
霧
島
市
は
直
線
距
離

に
し
て
お
よ
そ
６
６
８
㌔
㍍
。
こ

れ
だ
け
離
れ
て
い
る
と
言
葉
も
文

化
も
違
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
中
で
も
言
葉
の
壁
は

思
っ
た
以
上
に
大
き
い
も
の
で
し

た
。４

月
初
め
、
担
当
す
る
行
事
の

打
ち
合
わ
せ
で
、
上
司
の
言
っ
て

い
る
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
、

聞
き
取
れ
な
い
ま
ま
話
し
合
い
が

事
を
し
て
温
泉
に
行
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
ぞ
霧
島
な
ら
で
は
の
ア
フ

タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
で
す
。

第
２
の
ふ
る
さ
と
「
霧
島
」
で

た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
花
開
き
ま
し

た
。
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

た
く
さ
ん
の
方
に
名
前
を
覚
え
て

い
た
だ
き
、
話
し
掛
け
て
い
た
だ

け
た
こ
と
で
す
。

こ
の
２
年
の
間
に
縁
あ
っ
て
出

会
え
た
方
々
、
培
っ
た
経
験
は
、

私
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た

何
物
に
も
代
え
が
た
い
財
産
で
す
。

海
津
市
に
帰
る
ま
で
あ
と
少
し
。

霧
島
市
民
と
し
て
霧
島
を
満
喫
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

霧
島
温
泉
大
使
ア
ヒ
ル
隊
長
の
ぬ
い
ぐ
る

み
と
足
湯
に
入
り
な
が
ら
き
り
し
ま
ゆ
旅

の
横
綱
昇
進
を
お
祝
い

くろだ  しゅくは（28）

平成27年４月から人事
交流職員として岐阜県
海津市から派遣。観光
課で観光ボランティア
ガイドの手配や登山大
会、霧島連山自然保護
協議会など霧島山に携
わる業務に従事。

2PRESENTS 「楽しい食卓は今肉屋から」をモットーに走り続けて60年。ささやかに、
そして誠実に、皆さまに愛される地域一番店を目指して頑張っています。
昨年４月には隼人町姫城に移転オープン。鹿児島黒毛和牛や鹿児島
黒豚、手作りハムやウインナーなどを販売しています。
小さいながらも地域に貢献している心意気を持って、安心安全で美味
しいお肉を提供できる店でありたいと思っています。

営業時間／月曜〜土曜：午前９時〜午後７時
日曜：午前9時〜午後６時　定休日/水曜 今肉屋 検索

今肉屋の商品券（1,500円）を10人にプレゼント

隼人町東郷1-269-1	☎	（42）1023

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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クーポンも

ご利用くだ
さい。



してみませんか！？

そろそろ自分のコト そろそろ親のコト

終活
2月26日日 10:00～12:00
《会場》 セレモニー国分 天国会館

とっておきの一枚を写真に残しませんか？
プロのカメラマンが無料で撮影します！

大好評！

無

ポートレート撮影会ポポポ トトトトレレポポ トトトト
（肖像写真） ※人数制限はありません。

互助会（他社）の積立金は、いつでも解約できます！ ご相談ください!

本社／〒899-5241
鹿児島県姶良市加治木町木田2342
TEL.0995-62-0444
FAX.0995-62-0042

旅行業㈱ミソラリンク 鹿児島県知事許可登録第3-233号

TEL 0995-73-6666
FAX 0995-73-3443

〒899-5411 鹿児島県姶良市鍋倉124-7

バス運行において
安全性評価認定を
取得しました

送 迎 貸切バス 日帰り旅
行

宿泊・旅行などに

駐車場150台 駐車場150台 駐車場150台

厚生労働大臣認定  葬祭ディレクター／一級：13名、二級：5名在籍

●京セラ　●ソニーセミコンダクタ　●イオン　●自衛隊  隊友会　●鹿児島県 年金受給者協会
●鹿児島県 職員生活協同組合　●九電九友会 鹿児島県支部　●鹿児島県  警友会　他企業団体300社以上

天国葬祭の特約店
《割引特典あり》

資料請求は、今すぐお電話で!
わかりやすい家族葬パンフレットをご用意しております。

駐車場150台

参 加 無 料
～ 笑顔の終活 ～

１. あなたの相続、もめる危険度を診断
２. 相続でもめないための対策を教えます
１. あなたの相続、もめる危険度を診断
２. 相続でもめないための対策を教えます

学ぶ 聞く いざという時、あわてないために
お葬式のことを学んでみませんか
いざという時、あわてないために
お葬式のことを学んでみませんか

11：00～12：00

家族葬・葬儀費用・お墓について家族葬・葬儀費用・お墓について

テーマ10：00～11：00テーマ

15年の社会人生活後、
弁護士に転身。姶良市出身

弁護士が
教える！

野間法律事務所
弁護士　雨宮 敬之 氏

元気な今のうちに知っておきたい！
相続でもめないポイント！
元気な今のうちに知っておきたい！
相続でもめないポイント！
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